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『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

中村修也

Tea historical materials seen 

“D aijoin -jishazojiki"大乗院寺社雑事記

Shuya Nakamura 

From the full text of the “Daijoin-jishazojiki" (大乗院寺社雑

事記)， relevant historical materials about tea w巴reretrieved. 

Daijoin is a semiautonomous subtemple of Kofuku-ji興福寺.The 

“Daijoin-jishazojiki" is a diary of a temple which Jinson (尋噂)， a 

priest of Daijoin (大乗院)， wrote between 1456 and 1508. The 

period this record was written in overlaps with the period in which 

Juko (珠光)， the originator of Wabi-cha (わび茶)， lived. lt is 

therefore considered that， it is an important and basic historical 

material， revealing how the tea ceremony about tea can be is 

known in this period. The following three things understood. 

First， it was that it was generally used as a gift. Second， that 

“Hiki-cha" (引茶)was not a present but the tea ground by a 

handmill. Third， the price of tea in those days can be known. 

lndividual of research. The temple which produces tea can be 

considered as a future subject. 
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一
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
と
茶
の
湯

『大乗院寺社維事記』にみえる茶史料

「
茶
の
湯
」
と
い
う
と
、
現
在
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に

は
わ
び
茶
を
意
味
す
る
。
わ
び
茶
と
い
う
の
は
、
抹
茶
を
草

庵
風
茶
室
で
飲
む
こ
と
と
、
そ
の
一
連
の
作
法
を
さ
す
。
わ

び
茶
の
祖
は
珠
光
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
珠
光
の
生

没
年
は
、
応
永
三
十
年
(
一
四
三
二
)
か
ら
文
亀
二
年
(
一
五

O
二
)
と
さ
れ
る
。
珠
光
の
生
き
た
時
代
を
考
え
る
と
、
十

五
世
紀
後
半
に
「
わ
び
茶
」
な
る
も
の
が
、
誕
生
し
た
こ
と

に
な
る
。
十
五
世
紀
末
と
限
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
の
史
料
と
し
て
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
(
以
下
、
『
雑
事
記
』
と
略
す
)
が
存
在
す

る
[
註
1
]
。
『
雑
事
記
』
は
宝
徳
二
年
(
一
四
五

O
)
か
ら
大

永
七
年
(
一
五
三
七
)
ま
で
の
大
乗
院
の
寺
務
日
記
で
あ
る
。

そ
の
執
筆
期
間
は
、
完
全
に
珠
光
の
生
き
た
期
間
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
に
描
か
れ
た
社
会
相
は
、
珠
光

の
生
き
た
社
会
棺
そ
の
も
の
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
わ
び
茶

な
る
も
の
が
発
生
し
た
社
会
相
を
見
出
す
事
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

大
乗
院
は
、
奈
良
・
興
福
寺
の
門
跡
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。

興
福
寺
に
は
一
乗
院
と
大
乗
院
の
二
つ
の
門
跡
寺
院
が
あ
っ

た
。
同
門
跡
と
も
に
興
福
寺
に
属
す
る
も
の
の
、
別
格
寺
院

と
し
て
独
立
寺
院
と
し
て
の
格
を
有
し
た
。
一
一
衆
院
に
は
近

衛
流
の
、
大
乗
院
に
は
九
条
流
の
摂
関
家
子
弟
が
入
っ
た
。

大
乗
院
は
、
権
大
僧
都
隆
禅
が
興
福
寺
の
東
方
に
創
建
し

た
の
が
始
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
源
平
の
戦
火
で
焼
失
し
、

信
円
が
元
興
寺
別
院
の
禅
定
院
を
大
乗
院
家
に
定
め
、
以
後
、

奈
良
南
郊
に
大
乗
院
郷
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
雑
事
記
』
は
、
第
二
十
七
代
門
跡
の
尋
尊
と
第
二
十
八

代
門
跡
政
覚
・
第
三
十
代
経
尋
の
三
人
の
日
記
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
後
の
二
人
の
分
量
は
少
な
く
、
圧
倒
的
に

尋
尊
の
記
し
た
文
書
を
元
に
し
て
い
る
。
尋
尊
は
、
最
初
、

宝
徳
二
年
(
一
四
五

O
)
に
『
寺
務
方
諸
廻
詰
』
を
書
き
始

め
、
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
二
月
に
別
当
に
任
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
本
格
的
に
日
記
を
書
き
出
し
た
。
つ
い
で
、
長

禄
三
年
に
別
当
を
退
く
と
、
『
寺
社
雑
事
記
』
と
し
て
、
永
正

五
年
(
一
五

O
八
)
ま
で
、
ほ
ぼ
四
十
九
年
問
、
書
き
継
い
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だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
を
尋
尊
の
寺
務
日
誌
を
中
心
に

考
え
る
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
も
な
い
。

さ
て
、
尋
尊
の
簡
単
な
経
歴
を
み
て
お
こ
う
。
彼
は
永
享

二
年
(
一
四
三

O
)
八
月
七
日
に
、
京
都
一
条
殿
に
生
ま
れ

て
い
る
。
父
は
一
条
兼
良
、
母
は
小
林
寺
殿
で
あ
る
。
永
享

十
年
十
二
月
八
日
、
九
歳
の
時
、
新
門
主
と
し
て
大
乗
院
に

入
室
し
、
同
十
二
年
十
一
月
三
十
日
得
度
、
同
十
二
月
二
十

五
日
に
受
戒
し
て
い
る
。
康
正
二
年
二
月
十
日
に
興
福
寺
別

当
と
な
り
、
翌
長
禄
元
年
(
一
四
五
七
)
六
月
二
日
に
大
僧

正
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
尋
尊
二
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
ま

さ
に
摂
関
家
出
身
な
ら
で
は
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
別
当
は
わ
ず
か
三
年
ほ
ど
で
辞
し
て
い
る
。
以

後
、
異
常
と
も
言
え
る
情
熱
で
『
雑
事
記
』
を
書
き
つ
づ
け

言語と文化文教大学

る
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
『
雑
事
記
』
に
記
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
の

中
か
ら
、
茶
の
湯
関
係
記
事
を
検
索
し
、
そ
れ
を
も
と
に
史

料
年
表
を
作
成
す
る
事
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作

成
過
程
に
お
い
て
、
気
づ
い
た
点
を
、
覚
書
的
に
取
り
上
げ

る
事
と
し
た
。
よ
っ
て
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
本
格
的
な
室
町

末
期
の
茶
の
湯
論
の
基
礎
的
作
業
で
あ
り
、
本
格
的
な
論
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、
茶
進
上
に
関
す
る
覚
書

全
体
を
通
し
て
茶
の
進
上
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
は
三

時
期
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。

そ
れ
は
ま
ず
、

①
正
月
の
新
年
を
祝
う
時
期
で
あ
る
。

次
が
、
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②
八
月
一
日
の
八
朔
の
祝
い
の
時
期
。

そ
し
て
最
後
が
、

③
十
二
月
末
の
歳
暮
の
時
期
で
あ
る
。

多
少
の
例
外
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
三
つ
の
時
期

に
、
他
の
進
物
と
同
様
に
茶
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
他
の
進
物
は
主
と
し
て
扇
・
杉
原
紙
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
茶
が
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
、
時
節
の
進

物
品
と
し
て
、
一
般
的
な
地
位
を
確
保
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。



『大乗|涜寺社雑事記』にみえる茶史料

お
茶
の
量
で
あ
る
が
、
十
袋
、
二
十
袋
が
一
般
的

な
進
上
量
で
あ
っ
た
。
種
類
と
し
て
は
、
「
茶
」
「
新
茶
」
「
古

茶
」
と
い
う
三
種
類
の
品
質
の
違
い
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
吉

茶
」
「
上
品
」
と
い
う
特
殊
な
品
質
の
茶
も
あ
っ
た
。
銘
柄
と

し
て
は
「
宇
治
茶
」
が
登
場
し
て
い
る
。

そ
し
て
葉
茶
以
外
に
、
抹
茶
と
し
て
の

が
現
れ
る
。

さ
て
、

「
引
茶
」
「
曳
茶
」

文
明
十
六
年
四
月
五
日
条
に
、
「
畑
茶
一
斤
八
十
袋
也
〉
」

と
あ
り
、
こ
れ
を
一
つ
の
基
準
と
す
る
と
、
茶
十
袋
H

一
斤

と
い
う
式
が
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
文
明
二
年
四
月
二
十
三

日
条
に
は
、
「
新
茶
九
斤
自
尭
穀
方
進
之
、
山
内
茶
云
々
、
二

十
七
袋
有
之
、
」
と
あ
り
、
九
斤
の
新
茶
が
二
十
七
袋
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
だ
と
一
斤
H

一
一
一
袋
と
い
う
換
算
率
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
「
文
明
三
年
慈
思
会
記
」
と
い
う
記
録
の

中
に
は
、
「
八
百
文
茶
十
斤
」
と
「
九
十
文
茶
境
〈
二
〉
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
あ
る
種
類
の
茶
の
値
段
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
文
明
三
年
の
慈
恩
会
で
使
用
し
た
茶
は
、

茶
一
斤
リ
八
十
文
の
茶
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
お
茶
を
入

れ
る
磁
器
は
一
つ
が
四
十
五
文
の
「
茶
境
」
で
あ
っ
た
。

茶
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
文
明
七
年
二
月
十
九
日
条
に
も

記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
茶
十
斤
二
貢
文
」
と
あ
る
。

す
る
と
、
茶
一
斤
H

二
O
O文
と
な
る
。
こ
れ
は
慈
恩
会
で

使
っ
た
御
茶
よ
り
は
る
か
に
上
等
の
茶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
文
明
七
年
六
月
に
は
「
茶
日
記
」
な
る
史
料
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
茶
の
値
段
が
登

場
す
る
。八

O
O
文
リ
茶
十
斤

三
六

O
文
H
茶
四
斤
半

七
五

O
文
H

茶

十

斤

↓

茶

一

斤

H

七
五
文

三
二
五
文
H

茶

五

斤

↓

茶

一

斤

H

六
五
文

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
的
な
茶
の
値
段
は
、
ほ
ぼ
茶
一
斤

に
つ
き
六
五
文
か
ら
八

O
文
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
吉
茶
分
七
斤
」
が
「
五
百
廿
五
文
」
と
あ
り
、
吉
茶

一
斤
H
七
五
文
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
の
他
、
「
ソ
ソ

リ
」
が
二
斤
で
九

O
文
(
一
斤
H

四
五
文
)
、
「
ヒ
ク
ツ
」
が

↓
茶
一
斤
H

八
O
文

↓
茶
一
斤
日
八

O
文
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八
斤
で
一
一
六
文
(
一
斤
H

一
四
・
五
文
)
と
い
う
記
録
も

あ
り
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

そ
の
上
、

こ
の

「
茶
日
記
」
に
は
、
袋
と
重
さ
の
換
算
率



第14号

を
記
し
た
数
字
も
あ
る
。

〈
三
百
五
十
〉
七
十
文
宛
分
五
斤
、
五
十
四
袋
半

と
あ
る
。
こ
れ
を
計
算
す
る
と
、
茶
一
斤
七

O
文
の
茶
は
一

0
・
九
袋
分
と
な
る
。
約
一
一
袋
で
あ
る
。
こ
の
換
算
率
は

畑
茶
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
新
茶
の

一
斤
H
三
袋
と
い
う
の
は
、
通
常
の
約
三
倍
の
大
き
さ
の
袋

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

茶
を
入
れ
る
袋
の
大
き
さ
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
理

解
で
き
る
が
、
「
茶
日
記
」
に
記
さ
れ
た
袋
を
一
応
は
、
大
乗

院
に
お
け
る
標
準
的
大
き
さ
と
考
え
る
事
に
し
よ
う
。

言語と文化文教大学

引
茶
に
つ
い
て

『
雑
事
記
』
に
登
場
す
る
茶
に
は
、
一
般
的
な
茶
以
外
に
、

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
が
登
場
す
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。

「
引
茶
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
引
き
出
物
の
茶
と
い
う

理
解
が
林
屋
民
三
郎
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
[
註
2
]
、
そ
の
説

が
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、
『
雑
事
記
』
の
記
事
を
見

る
限
り
で
は
、
そ
の
見
解
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
大
乗
院
に
対
し
て
進
上
さ
れ
た
茶
は
、
十

袋
・
二
十
袋
・
三
十
袋
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一

般
に
進
上
物
の
茶
は
、
「
袋
」
を
単
位
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「

茶
」
が
一
般
に
「

O
袋
」
と
袋
を
単
位
と
し
て
-
記
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
引
茶
」
・
「
曳
茶
」
は
と
も
に
ご
器
」

と
器
を
単
位
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
引
茶
」
と
「
曳
茶
」
は
同
義
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
茶
」
が
一
器
の
単
位
を
付
さ
れ
る
こ
と
も
時
々

あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
茶
」
表
記
は
「
引
茶
」
あ
る
い
は
「
曳

茶
」
の
省
略
形
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
「
引
茶
」
「
曳
茶
」
が

「O
袋
」
と
い
う
単
位
で
表
記
さ
れ
る
事
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
の
場
合
は
、
必
ず
「
O
器
」
か
「
O
種」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
挽
い
た
茶
を
袋
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
く
、
器
で
な
け
れ
ば
持
参
で
き
な
い
か
ら
で
あ

り
、
抹
茶
の
種
類
が
異
な
る
場
合
は
「
O
種
」
と
表
現
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
三
種
と
あ
る
時
は
、
三
種
類
の
抹

茶
を
意
味
し
て
、
別
々
の
茶
を
同
一
容
器
に
入
れ
る
は
ず
は

川
地
川
別

a

・
唱
'
L

咽

E
A

(
 



な
く
、
そ
れ
は
必
ず
三
器
を
も
意
味
す
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

三
種
三
器
と
は
記
さ
な
い
で
、
三
種
と
だ
け
記
載
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
の
表
記
に
お
い

て
は
、
次
の
規
則
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

「
葉
茶
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
単
位
は
「
袋
」

茶
人

一
引
茶
・
曳
茶
(
挽
い
た
茶
)
・
:
単
位
は
「
器
」
「
種
」

よ
り
明
確
に
知
ら
し
め
て
く
れ
る
の
が
、
明
応

七
年
四
月
二
十
四
日
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

一
、
己
心
寺
新
茶
二
十
袋
進
之
、
又
曳
茶
一
器
進
之
、

本
ハ
茶
茶
(
街
カ
)
十
袋
進
之
欺
、

こ
こ
に
は
「
新
茶
二
十
袋
」
と
「
曳
茶
一
器
」
が
同
時
に

登
場
し
、
し
か
も
両
者
と
も
が
己
心
寺
よ
り
の
進
物
で
あ
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
茶
と
曳
茶
は
別
物
で
あ
り
、

茶
が
引
出
物
の
茶
で
あ
る
以
上
、
曳
茶
の
「
曳
」
は
引
出
物

の
意
味
の
「
引
」
で
は
な
く
、
曳
く
本
来
の
「
挽
く
」
と
い

う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
、
何
で
茶
を
挽
い
た
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
茶
臼

こ
れ
を
、

茶
臼
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
『
和
名
抄
』
に

「
茶
研
、
茶
磯
子
」
と
あ
る
の
で
、
薬
研
の
ご
と
き
類
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
辞
典
類
に
も
、
現
在
の
よ
う
な
石
臼
形
に
な

っ
た
時
期
を
明
確
に
し
な
い
。
し
か
し
『
掃
墨
物
語
絵
巻
』

に
は
、
茶
臼
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
[
註
3
1
『
雑
事
記
』
で

も
、
「
茶
臼
」
が
登
場
す
る
。

長
禄
二
年
五
月
十
二
日
条
に
、
「
今
度
橋
本
坊
ノ
茶
臼
取

隠
之
之
由
風
聞
之
間
」
と
あ
り
、
長
谷
寺
の
橋
本
坊
に
は
茶

臼
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
十
二
月
晦
日
条
に
も
、

一
、
座
敷
道
具
、
(
中
略
)
茶
臼
一
〈
元
ヨ
リ
在
之
〉
、
(
中

略
)
茶
湯
棚
一
間
〈
槻
、
松
林
院
物
也
v
、

と
あ
り
、
室
礼
の
一
つ
と
し
て
茶
臼
が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
茶
臼
の
存
在
は
、
明
確
に
抹
茶
と
し
て
の

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
の
存
在
を
我
々
に
確
信
さ
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
『
雑
事
記
』
に
み
る
茶
関
係
史
料
年
表
(
後
掲
)
を
見

る
と
、
「
引
茶
」
「
曳
茶
」
を
進
上
し
て
い
る
の
が
、
浄
土
寺
・

己
心
寺
・
新
浄
土
寺
・
新
禅
院
の
四
所
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
と
に
前
二
者
の
浄
土
寺
・
己
心
寺
に
多
く
見
ら
れ

で
あ
る
。

礼
的

'ー‘
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る
進
上
傾
向
で
あ
る
事
が
看
取
で
き
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

こ
の
二
寺
に
も
茶
臼
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。

寺
院
が
茶
畑
を
経
営
し
、
そ
の
茶
を
頒
布
し
て
い
た
様
子

は
、
金
沢
文
庫
文
書
に
描
か
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
金

沢
貞
顕
な
ど
は
称
名
寺
に
挽
茶
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
早
く
か
ら
寺
と
茶
の
関
係
は
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
[
註
4
1

言語と文化

回
、
「
茶
頭
」
に
つ
い
て

康
正
三
年
四
月
十
七
日
条
に
、

一
、
夏
中
手
習
茶
頭
泰
経
法
印
勤
仕
了
、

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
茶
頭
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は
貴
人

に
代
わ
っ
て
お
茶
を
立
て
る
人
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
夏
の

手
習
の
「
茶
頭
」
を
泰
経
法
印
が
勤
め
た
と
あ
る
。
「
手
習
」

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
茶
頭
は
、
お
茶
の
師
匠
と
は
考
え

に
く
い
。

文教大学

さ
ら
に
、
文
明
二
年
四
月
十
五
日
条
に
「
茶
頭
縁
舜
法
眼

云
々
」
と
あ
る
「
茶
頭
」
は
お
茶
に
関
わ
ら
な
い
。
同
日
の

前
の
記
事
を
み
る
と
そ
れ
が
明
確
に
な
る
。

一
、
講
問
一
座
予
行
之
、

一
、
舎
利
講
、
導
師
信
承
公
、

一
、
茶
頭
縁
舜
法
眼
云
々
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
日
の
茶
頭
は
、
舎
利
講
の

茶
顕
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
茶
頭
に
は
、
会
の
進

行
役
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
な
例
は
、
文
明
十
五
年
四
月
八
日
条
に
も
見
ら

れ
る
。
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茶
頭
予
、
連
歌
初
之
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
尋
尊
は
連
歌
会
の
茶
頭
役
を
勤
め
た
よ

う
で
あ
る
。
連
歌
に
は
あ
る
い
は
茶
の
湯
も
伴
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
記
述
か
ら
で
は
、
茶
頭
は
あ
く
ま
で
連
歌

会
の
「
茶
頭
」
と
理
解
す
る
ほ
か
な
い
。

文
明
十
六
年
四
月
八
日
条
の
史
料
に
も
、

一
、
夏
中
舎
利
講
等
初
之
、
茶
頭
予
仰
付
之
、
連
歌
発

句
予
、

と
あ
る
。 、

こ
こ
で
は
、
尋
尊
が
舎
利
講
の
茶
頭
と
な
っ
て
お

り
、
連
歌
で
も
発
句
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。



や
は
り
茶
頭
は
茶
の
湯
に
限
定
さ
れ
る
用
語
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

さ
て
文
明
十
九
年
四
月
八
日
条
の
記
事
を
み
よ
う
。

一
、
同
連
歌
手
習
茶
頭
仰
付
之
、

こ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。
連
歌
の
手
習
に
お
い

て
、
尋
尊
が
茶
頭
役
を
仰
せ
付
か
っ
た
、
と
解
す
る
の
が
穏

当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
に
ゆ
え
、
茶
頭
が
茶
の
湯
の
点
前
役
あ
る
い
は

師
匠
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
座
や
会
の
進
行
役
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
条
件
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
茶
の
湯
に
お
い
て
、
茶
頭
は
直
接
的
に
茶
を
点
て

る
人
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
茶
を
点
て
る
、
い
わ
ゆ
る
亭
主

は
茶
会
の
進
行
役
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
雑
事
記
』
に
み
え

る
「
茶
頭
」
の
意
味
は
、
本
来
、
茶
会
に
お
い
て
こ
そ
使
わ

れ
る
べ
き
用
法
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
連
歌
や
手
習
と
い
っ

た
他
の
場
面
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
茶

頭
H

会
の
進
行
役
」
と
い
う
概
念
が
、
広
く
社
会
的
に
定
着

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
茶
会
が
社
会
的
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
も

意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
茶
会
が
一
般
化
す
る
こ
と
で
、
茶
会
用
語
で
あ

っ
た
「
茶
頭
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
般
的
な
進
行
役
と
い
う

意
味
の
代
名
調
的
存
在
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
茶
会
が
利
休
の
時
代
で
は
な
く
、
す
で
に

珠
光
の
時
代
に
相
当
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
、
我
々
に
教
え

て
く
れ
る
。

先
に
見
た
「
茶
日
記
」
に
は
、
棚
・
金
風
呂
・
釜
・
水
指
・

下
水
・
建
蓋
・
台
・
茶
境
と
い
っ
た
、
茶
道
具
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
茶
尭
・
茶
杓
・
柄
杓
と
い
っ
た
消
耗
品
は
記
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
後
の
茶
の
湯
に
必
要
な
道
具
は
す
べ
て
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登
場
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
「
わ
び
」
茶
の
成
立
と
茶
の
湯
の
歴
史
を

同
レ
ベ
ル
で
考
え
る
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
以
前
の
喫
茶
に
関

し
て
は
、
闘
茶
の
遊
戯
性
や
宴
会
で
の
付
け
足
し
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
て
来
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と

も
寺
院
社
会
に
お
け
る
喫
茶
や
室
礼
に
関
し
て
は
、
再
考
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。



こ
の
よ
う
な
喫
茶
文
化
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
珠
光
の
茶
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
と
、
喫
茶
文
化
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
社
会

に
浸
透
し
た
時
代
に
育
っ
た
珠
光
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
自
身
の

新
た
な
茶
の
湯
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

第14号

ま
と
め
と
し
て

言語と文化

珠
光
が
わ
び
茶
の
祖
と
い
っ
て
も
、
な
に
も
な
い
と
こ
ろ

に
、
珠
光
が
ま
っ
た
く
独
自
に
茶
の
湯
を
作
り
上
げ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
鎌
倉
か
ら
続
く
禅
宗
・
律
宗
を
中

心
と
す
る
寺
院
文
化
の
中
で
、
喫
茶
文
化
は
育
ま
れ
て
い
た
。

金
沢
文
庫
や
称
名
寺
の
周
辺
で
、
武
家
の
中
に
も
喫
茶
文
化

が
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
[
註
5
]
。
厳
密
に
い
う
と
、
貴
族
社
会
に
お
い
て

は
、
平
安
期
か
ら
細
々
と
で
は
あ
る
が
、
儀
礼
の
中
に
引
茶

の
作
法
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
[
註
6
]
。

そ
う
し
て
、
室
町
の
将
軍
家
や
守
護
大
名
家
で
は
闘
茶
や

文教大学

書
院
の
茶
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
喫
茶
文
化
の
上
に
、

珠
光
の
わ
び
茶
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
珠
光
自
身
が
、
み
ず
か
ら
の
茶
の
湯
を
「
わ
び

茶
」
と
称
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
甚
だ
怪
し
い
。
お
そ

ら
く
は
「
数
寄
」
と
称
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
珠
光
の

後
継
者
と
み
な
さ
れ
る
宗
珠
が
「
数
寄
の
張
本
」
「
数
寄
の
上

手
」
[
註
7
]
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

「
数
奇
」
と
は
、
本
来
、
茶
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
に
は
「
数
奇
」
と
い
え
ば
、
茶
の
湯

を
指
す
ほ
ど
に
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
珠
光

か
ら
紹
鴎
を
経
て
、
利
休
で
完
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
わ

び
茶
」
は
、
町
人
茶
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
利
休
の
弟
子

に
大
名
、
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
の
大

名
茶
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
江
戸
期
の
武
家

茶
も
、
基
本
的
に
は
利
休
流
の
茶
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
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る

そ
の
一
方
、
「
草
人
木
」
や
「
源
流
茶
話
」
な

ど
の
江
戸
期
の
茶
書
に
は
、
わ
び
茶
は
わ
び
人
、
つ
ま
り
町

人
で
経
済
的
に
裕
福
で
は
な
い
人
の
茶
と
し
て
認
識
さ
れ
て

し
か
し
、
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い
わ
ゆ
る
「
わ
び
し
い
人
の
茶
」
が
わ
び
茶
で
あ
っ

た
。
こ
の
概
念
で
ゆ
く
と
、
利
休
流
の
茶
で
あ
っ
て
も
、
武

家
・
大
名
の
茶
は
わ
び
茶
で
は
な
く
な
る
。

こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
長
年
使
用
さ
れ
て
き
た

用
語
で
は
あ
る
が
、
「
わ
び
茶
」
を
停
止
し
て
、
「
数
寄
(
茶
ご

を
提
唱
し
た
い
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
珠
光
以
後
の
「
数
寄
(
茶
ご
を
生
み
出
し

た
時
代
背
景
と
し
て
、
『
雑
事
記
』
に
現
れ
た
茶
史
料
を
さ
ら

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
時
の
茶
生
産
地
が
ど
こ
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
大
乗
院
に
茶
を
進
上
す
る
諸
寺
院
、
た
と

え
ば
浄
土
寺
や
己
心
寺
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
調
べ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
大
乗
院
と
の
関
係
の
深
い

奈
良
の
土
豪
・
古
市
氏
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
考
え
る
。

い
る
。

[
註
]

①
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
鈴
木

良
一
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
あ
る
門
閥
僧
侶
の
没
落
の

記
録
』
(
そ
し
え
て
、
一
九
八
三
年
)
の
研
究
に
よ
っ
た
。

②
林
屋
辰
三
郎
『
図
録
茶
道
史
』
(
淡
交
社
、
一
九
八

O
年)。

③
筒
井
紘
一
・
他
編
『
茶
の
湯
絵
画
資
料
集
成
』
(
平
凡
社
、

一
九
九
二
年
)
。

④
テ

l
マ
展
図
録
『
鎌
倉
時
代
の
茶
』
(
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
、
一
九
九
八
年
)
、
中
村
修
也
「
人
物
茶
道
史

6

金

沢
貞
顕
」
(
『
孤
峰
』
二
二
巻
九
号
、
二

O
O
O年)。

⑤
熊
原
政
男
『
鎌
倉
の
茶
』
(
河
原
書
居
、
一
九
四
八
年
)
、

村
井
康
彦
『
茶
の
文
化
史
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
七
九
年
)
。

⑥
中
村
修
也
「
栄
西
以
前
の
茶
」
(
谷
端
昭
夫
編
『
茶
道
学
大

系
2

茶
道
の
歴
史
』
所
収
、
淡
交
社
、
一
九
九
九
年
)
。

⑦
鷲
尾
隆
康
の
日
記
『
二
水
記
』
の
大
永
六
年
八
月
廿
三
日

条
に
、
「
当
時
数
奇
宗
珠
抵
候
、
下
京
地
下
入
道
也
、
数

奇
之
上
手
也
」
と
あ
り
、
同
書
天
文
元
年
九
月
六
日
条
に

も
、
「
宗
珠
茶
屋
:
・
誠
可
謂
市
中
隠
、
当
時
数
奇
之
張
本

也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

-127一

(24) 



『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
茶
関
係
史
料
年
表

第14号

四 四 四 四 四 凶 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 jJJ3 
五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 主 五 五 五 五 五 I替
J， Fじ 戸七 4二 七 'じ ーじ イコ ー七 じ Fじ ーl二 七 ー七 ーじ ，じ ー七

長
禄O 長 禄O 長

長ー 康 民正 E民 康 康 康 成- l楽 康 康 成- 成- 康
宇最 宇君t 正 1E 正 正 正 正 正 正 正 正 正 正 正
O O O O O O O O O O O O O O O 

辛口

O O O O O O O O O O O O O O 
!蓄O 11. A J， A 四 四 四 四 四 四

O O O O O 
四 O O 五 万ー Jノ-、 O O A ーじ 五 J， 

持ー 天ー
参 目

了、 位子安寺; 

長
村来I-Li ・4茸公 ;等憧 己

都術京滋l 

l品 茶 茶 内

重懐尊僧都
夏中

己

極;楽坊
己 f卸車庁

屋 ，心 世
頭1青

頭縁舜法

111 'L' ，心 承供

書英霊
安リ 寺 」二 手 寺 寺 f引Hで雪ロ事d間h 

メE色3、、 来 ヨ k 
賢寺

乗院法 茶習
ヨ ノ

坊主
殿 炭

J3日115 二
il& 御問 リ 壇 之兼

引 共 主 HJll E頁 車庁 」二 ブゴ 、日

参 相進f ?泰阪 月3 至。 j芯
沙汰

ナ 巨方[l 泰
桜感

ヨ E固ヨ

ス 1:1- 意 来 i隼 リ 経 茶 リ 案言青 リ
f進t 之 経法 うま 盆 上 了 ヨ t去 H見 之 茶

イ寸 注 進

回目S

分 リ E勤H カ 間 以 文 fι卸L 

衣 之
英遁 巨進H 文 之 ;憧

下送
記 房

中 仕 十 為 之中

綾 降舜 茶 之 仁ド 扇 H俗 荷 了
袋進

4h-dn b‘ 、奉

ケ -1:1- 111各
干見向す

了 イ司干T
サ

禍事進法 袋
2電 木 茶

麺索チi'

」二 衣 書
渇l 了
之

私と -1:1- 白痢句中長
進 由

茸 合号| 袋

E円頁
-t亘 坊 五~I占、 f所町裏揺輿

孝之 frrl 
-'Ei 

{列
尊主

力 之 了
呑

jj!; ナ 言己

者

霊袋進
内

、J、 飽 リ

琳房合1:1:¥ 

f業専

f卸
月進IJ 茶チ1二 !進'lil'i 11宅 ー袋1:1-

茶1袋ii 
ゴゴ

童 ナ 同
之 以

工実、〈写ノ

J、、

子 リ 正涜 了 :l!毛

等 之 一L一J司
茶

家f"J 直
，心

袋

*‘i$.‘' ・ 進茶
A 事:

垂 寺 1:1- 了 日
ヨ

袋 之 可
リ

松 品ノ陸ヘ
先 干皮

桔i
。，叩tコ， 

茸 lヨ 念: 主台
之 界¥ノー 金

イ也EムP 
イfjー

~ 己 之

，心
袋

由

両
j国

寺 イ印

種 ヨ

英コ巨金E二 イ安寺次立

之

井 盆
リ

中杉
進鵠 房、〆 之

原 キL 殿
田1}

束
之 "" 一一 五

々
参申 巻

f卸 了

茶
了 T 

寸ー 茶

袋 出

予 之

(25) 

言語と文化文教大学



四 四 四 四 四
五 五 五 五 五
J¥. J¥. J¥. )¥ J¥. 

長ネOih 字長O 表
長 長

中長O 最宇最 禄
O O 

O O O O O 
四 l狙 四

O 
)¥ O 

令皆済之 -坪

日一
街l

久 夏
承fニヨご新f衆共・

ーB

光上 中 ，心

由申 郷江之 手 号宇

人来 量習台

御堂承、論皇唯織
ヨ

入内
f茶リ~ 之後 之

山

f 持袋参

四 人

進袋分 数児 行之号二l女f始F日J 
之

t阿 坊 、行

1111 対 茶之
1例也j[ 

寺 面 官 湯

方 了 管ノ、F長7、
ヨ イ寺
リ
注 童中 手紙問進
安リ 子 百Tノ

来 EI1寺
了 茶道

扇まハ、書可聖首中 京日

田容 例
也

然
H百

街夏中l 

常白t!1;

近 イ主ノー』、
年 ノ 巻
ノ、 手

護ノ
和十 街茶習I 之裂足
九，

主頁 f俊T 引之貿
f事E主 11路、

茶 、て天

後略

閏
1iHi 在台/¥ 

袋
之、J

毎
、

4手 者宅
+ ノ、

袋前
月
中

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四
五 五 五
)¥ J¥. J¥. 

禄長O 
長 長

干O最 禄
O 

O O O 

O 
:lL 七 :11.. 

4楽坊湿
内 ノl、

智霊院山
塔
11完

ヨ ヨ

恒星茶
リ
茶

ヨ 十

恒例新茶リ

五

袋進

袋進
~ ーヶ

之 五
。喜田t 袋

歪り
来 i亙

事
央日 了
|涜
取
i主主
上
了

四 四 JI9 
五 五 五
J¥. J¥. )¥ 

キ長O i量 干長O 最
長
キi量
O 

O O O 

J¥. 七

日乍 正

極ち楽ぢ日 寺f去
己
，心 ヨ ヨ
寺 リ リ
ヨ 去 茶
リ ロ ιL 
茶 口 下
;)i= 茶

種送両
JI1・種

進袋 進
之

手之合 之

'喜悦

依所也望
智例賞旨正1 

之
由
イrn
了

7 

-125一

(26) 

四 四 四
五 五 五
J¥. J¥. )¥ 

長 長
禄長O 千i量

禄O O 

O X X 

O O 
五

極楽坊
釜
口
ノ

ヨ
イ帰参史リ

茶
十 事 ス

袋
間中各 間中各

新浄土

菅井古
術使l 

ヨ
以

リ
r庄可 下

i十袋隼
ノ

近来 沙汰
之

取納分
同

了
重量
口

街米l 
百
疋

石 茶
余

中 袋十t可
略

茶
原者

給
キ 之
ン :z;;; 

Jマ

以J:: 

四 四 四 四 四 四
五 五 五 五 五 五
)¥ J¥. J¥. J¥. J¥. )¥ 

字長O 表
長

禄長
長禄O 禄長O : 

長

禄O 字表
O O 

O O O O O O 

O O O O 
四 四 七 ノー』、 五 四

前日l寄
為此

イ安寺立
在穣茶

納 茶
回 メ--，ミ 虫台

|潤 ノ 日 声日
殿 室 風 イ列

世之出 街渡l 
之 来

主呂台

筆給
ナ

沙汰
十 リ
種 之

ート
干茶主

種茶 43来3iS E 之

興千子 華在十済
k 香

イイ安Tー立乃F -: 

被持
主主

之 車之合
了 ，じ

殿f出'Ii!IJ 耳実F 所1負IJy} 

Hノt¥E 
於 人
児部 公

、ノ、
屋

在テ
メhF 

之
始lヨ

フー

後四各
仕出

了、

イ衣サ

』H来HR E 

了



文教大学言語と文化第14号

四 四 凹 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
五 五 五 五 五 五 五 五 五 主 主. 五 五 亙 五 主 五 五
:tL :I.L 九 ブL :11.， :11.， )， )， }¥ )¥、 }¥ }¥ )， }¥ )¥ }¥ )， )， 

禄長 fO ;長f長 長4O 2t 十O長議 率長'iJ'< 中長最 長中最 禄O 長 宅長設 禄長O 長fO 最 市長議 長4雪量 長字決 キO長i詩 長キi量 率長設 宅長設

O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O 
:11.， :11.， )¥ )¥ ノム、 王王 四 四 四

O O O O O 
五 )¥ ブL :JL 四 四 O O )¥ O 七 五 五

定ー 略- 汗部IJ 検断一
自

{彼吏 元
茶 機 十

イ安予寺立

茶 己 扉 内
隆方舜

ー卜 躯P
越前 者也去月

茶 自
夏中己 茶興 井 種

袋霊房進

，心 風
上山 種茶御

扇
頭勅

賢
，心 屋寺 jJJ( 

T茶生
寺

空襲

、上ヒ
秀方

手
寺 ヲ郷

盆陸l
坊 双

乗|涜
ヨ 本 長 E納~ 習終茶

検歩j之内 平同大重
之 E投 主 中

御色堂
行興二 谷寺

茶
進 B 均良 !格 ヨ

d号Ebコ、l 百茶曳庁
ムノ、 E貝

之 了無 ，心

懸物責日

参 リ ノ
袋十余

縁堂
号'i' F濁 了 之 1iVs 茶

l車拍合 本橋坊

喜重師

給送 中
字f茶台

座 ノ
郷 i隼 形

田各 袋ー卜
進十袋

々
年貢 大 取

ノ 了 之 予 申占
進注

之 炎
海主宇

寄

於 げ1

重禍国 十袋持参

上 了

茶 御茶
之 予 茶 之 之 茶 茶

屋 了 本手 湯

袋
袋Ij- 手 種

新茶
T 袋ー卜 原 具

書霊旨
間中接

ア 進
足 ヤ 之 也

木寺 殿|白品l
束 参

悦恐之
炭

メ遺号E合ヨ、| 
繍j てず ?餌

了 之
燈

孝 チ
之 茶 承 袋 也 両

f主 十
f由'qJ 

-ロL>， 
了 之 長各/、 種進

人 進 袋
泊

手応 了
中之 了 1:1ー 之

了 唐 袋
暑器 田各芝 畳 中 イ二

属 布 ιょ 略 升
ノ

ぷE今3、
寸マ E実出て

己 主

橋今度本坊
{主 同 ~ ヨ
人 東

，乙、
A 

も 柿串 室 閉 寺
k 

I喧 茶 、J、

n司在草z 
渡 継雰f'

ノ
連 之

袋
今 茶

了 1=1 臼

之
宇奈 |司 進 歪リ 取

之 之 来
隠之

由 進T苛 才1レ
後l略

了
ノ、 英音 之

劉1
之 dコ合~、z 由

人
了 式 十 風.

等 車+ 進袋 開

j宝 理 之

進 干献主 之 之 間

タト

{J?! 
之 分 中

♀力L 
ナ 由香
リ

者 弓=
チ下 記後 及

A
吐

、
I
J

ヮ“

η
t

り白

t
E
i
 

(
 



『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 凶 四 四 四 四 四 1m 四 四 1m 四 四 四 l羽 四 四
」ノ、ー -ノA、a ムノ、 」ノ、ー ノ占、 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五
O O O O O オL 九 ::It. 九4 1L 力d 1L 1L 九 ゴL 九 丸J

株長O f長O ih 
長

長キi量 禄長O 禄長
長

f長;iJ'< 禄長O : 
長

土+O号sをt f長O ih 
長 長 長

長中O表
長

禄 禄 干呆 キi量 中最 キO主主 禄O O O O O O O O O 
匹l 四 四 四 四

O O O O O O O O O O O O O O O O O 
)， )， ーノ、 五 五 五 四

O O O O O 
O 四 四 四 Fじ 4二 )， J¥ 凶 O O 1L 七 ノ~、 オL

了一

茶十岱茸音房茶( 前堕、

後日 ー 之一 メ-言7、一一 不一
百I及 閥、 延

検及おl、元興寺耳大ミ
ー」ーー~

虫女茶台日
梅林

事業側害団
大安寺

得 進 呑 、当 引新
本

中西
新茶 己

霊茶知陸新
4楽返，心

其意事 発、来W.T; プ号跡茶門、了、 {衆共 ，心

寺 坊寺 来 JE 折
袋十自 車茶寺rr 

坊
例

長老
方量事賄事

主主ノ i寺法

器官詰
月 主 茶 タ 此事昨 出向 ダーk 尊

基' 来 懸

栄材房z 

~廿 ノレプて日 之音 ヨ 寸袋ー
極楽坊 袋進十

劫k

茶葬参十

物
種持 暗室 之越方度 六 f卸方論き 新苦リ言

五
房来

〆参縫T合3、 壇

古市
下先11 井 袋巡

章氏 参 、生

集及会由 ナリ 方衆会色
承九 自 進 之

茶寺 rj亙曲
イ引土 {間'~ 

云メ申、
上 之 之 茶

束
酒壇7井J16乙ロ〉 3|繍E 

卜長 耳目j公

袋到来

云入 乗

ot 位安寺: 
袋老

満参之 市中ノ 及沙汰々

カ事:之之 、々云、
院J去 袋寸

111苔 大次
扇 己 ケ、 コr 、

対 心廿 フ自 ター
中 方Fn 持

畳
安寺

本 章氏 殿 面 寺袋 タ昔 7 十 目晦
参

ιA 了 了 、専
斐=売

ニ代 、人

車成院取逃走

送

*-束 (実
付引・ f民 匂出皆参

止七 最古 大
茶下

新向与
箸 了

l中略
宇長 後11雪十、也寅ニ頓写 一仁 之 安寺

話等語
E京 E 令大

之 人 者 了
一等

浄土
前 、袋

えて混般殺事
E ノ

各村
茶 之

i春笠
東 孝 舌L ペ為 之 屋 倉

相令寺

茶 承 之
中H園各、 '分之** 衣 坊

用 如献 広L 茶 寺
間、 送申

可 λマ

意 如下 白 有寄
主

之 言命 者伊j

事被持参

t士
及共沙汰 学イ子自

チ 慮 五 事
呈王 袋 rlr，~ 千百

春澄

|到 也 d進:p 高陸 て於 之
為惣寺主也

舜

(後111各向
iwli 過

イ衣τj 芝|/j¥ 可 之 」二
了、 大井 赤: ウ~ 

7 
此

座 、者後惣 イ土 間 中申皮

主、主~ 中 就鳥 ノl、
茶 付ー

自 名主 居 而 衣
衣 方前j 計日ー

置各
奈 屋

古 之十事T 
良 此 ニヱニ 自

テ ノ ι前A 市 fr皇 司コ 高去布
ブコ 然事

f参'if;11 
前E 進

更以不座就3次1宅

ノ 者
同 百T

文 被
上 フ

人 有
ネL 4参~j= 之 リ 月

千百ザ 分 入 メ仁合1、

{主 之 力
;i晶』、

令 :z:;; t亘 官r• ナ 之
上l二 k f7~ 

及沙汰 物座槍
ノ、 リ

宿寄
由

が汰P 
者 諸 :z:;; 

見、 也 ノdι，、、 f衣
之 えず

為

後間各

事也:公事 事: 。フ3て
過

'イ1旨3町tl 中
不

剛司王l 
百T 之

!日苔
向先 有 弓二 l間

q
d
山

U
リ

ロ

ω



文教大学言語と文化第14号

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
」ノ、ー 4ノ、- ーノ』、 { ノ、 ノ~、 ノム、 十ノ、 一ノ」、 ノ一』、 -ノa、a 占ノ、 ーノ」、 ムノ、 一ノ」、 ーノ」、 ーノ、 4ノ、- ノ4、- ーノ』、

O O O O O O O O O O O O O O O O O O O 

ヰ長O 5t 禄O 長 長様O 長禄O 十O長示
長 長

宅長* 禄長O 線長O 長禄O 
長禄

長
長持t長禄: 長字通を 長禄O 長fO i量 長禄O キOま fO ま 宅設

O O O O O O 
四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四

〉王 X O O O O O O O O O O O O 
:h. 11.. }¥. }¥. ムノ、 五 四 四 四 四 四 四. . 
O O O O O O O 

五 五 五 )¥. ーじ ノ」、 + ノ、 }¥. 

也ー J芳 一

北
御前 料

茶-1:1ー
自 t土q， )坑 白 '*今

就初竹庄E 
車浄土rr 

メ寸¥ 
極楽

内 昨 自 夏

重論考予

日乍

方色面
理事陵舜法

浄土
府

布 袋|ー進|ヨ

頭車役茶納所阿
智恵IlJ、

lヨ 」ニ
|日当之

房袋進良発

寺
坊新

己
乗nHV去屯YbU 

手習始之東九4

寺 坊 臼 反 物 坊 ，心 ーc.
ノ身

麹索
主

イ舎米具
己 司l到王 来主

茶
院光

寺 IL..'、

行事- 来 5箱可E心中 十 来 E方H 之
斉寺寄

奉BE! 守111各
刑部H1' 

袋如
ヨ

兼 之 盆 手宗 事 茶 リ 茶来斤 業茶庁 E茶貝
進袋日 rr 

極楽 蕗~!b 茶廿 f亘
恒Wtl 

十

之 弓l十 為 花 日 寸袋ー 伊I 持 十 予 口

fイQ寸1 以 坊
君茶大築ノ内苦、

袋 宇宗L 瓶 、袋 茶 進 茶新 参 袋
沙汰 之 之

下客 中
{{、主曽〆

進 種 之 進 内
之 之

乗来 室 袋進ート
杉

進茶井
五 対 之 之 弓=

、人 E苔 茶 生 原 次 袋 面 了 参
f少

物在見 1南司 巻、井J 

封担
十袋 寺 良尭

進 了 :z:;; 

汰 下 茶 長 上 東進 之 之

待夏中11 

々
人 風 湯 老 之 来 就

中内囲虫
E庁

安聞大寺

数
呂自

釜 杉
行法E 

了 之 H1さ
車中庁

至
原 了 日 i丙

習御祷頭役事手、

i務
了 童中

枝 ~ 、 i隼

重奉之
者 条 t争 主

日 之
進束 :11さ 事 ニヒ 巻

111各F 本子春高
為 京日 1:1ー 仰イ寸

寸4ず- テ

己
役頭方: 京台 イ安T立'f 

袋 与 高年

'L..'、 之 大 之号| 

律寺等宗為

カ
孝 了 安寺、松 進 F投 承

ブL 千 之 之 了
相向

後四畠
術l

f茶閑卸
代; ヱミ 高宅 承

イ同戻
..q 

1:1- 1鼠 雪53AHU 
イ役土: 

物在見
袋

閏

事湯
了 珍 土也

重
理実事 進盆

事 メ寸〉、

吉 4前卸 m 之 日
由 之

f巨iPl 
ノj、

F可 用
畳

{印 了 衣、J、
茶 用

之 高容
fメロE合H、 也

湯 之 了 -1:1-

7同L 
袋 之

後田谷圧E
圧E

了

御茶
階l ヰヒ

品河世: 

用意
茶

湯事 湯立 茶

伊〆¥ー
了

之 袋
予
守

為惣 英音

η
L

、lJ
n
H
U
 

η
L
 lω 



四 四 四 四 四 四
{ ノ、 占ノ、 ーノ』、 ーノム、ー ムノ、 ムノ、

宛 究 寛 寛 寛 寛
正 正 正 正 正 正
O O O O O O 

O O O O O O 
ァー= 五 五 五 五 四

O O 
五 A ーじ ーノ」、 九

司市王
週変欣中E 

夏中 手 司ミ

習茶
動

正 手 寺

法寺
習 E頁 殿

上
ヨ

E届英貝量 頭勅

切詰所霊
洛

戸

新3リ1¥; 宣自
願車内

権

明
茶又

所沙汰
干貯

為喜1t; 
袋進

予

袋進

之 進
之 之

之 上
之 JfE 了

4如例年主民

盆

日中a-
指直

茶 種
等 |方涜

自
筒進

進

E 4q 

進?取賢青
之 櫨

之 了
千苛

了 非氏

束卜

→升d毛-と

ヨ夜
湯 卜
同 袋

i隼

御共大衆大

之
了

今度

車内 下
言 向

街l

後111軒
キL
ナ
リ

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 1m 
ノ」、ー ムノ、

寛 寛
正 正
O O 

O O 
四 四

O O 
五 四

仰ー
之
、法 大
海

里ZーZト4子~ 長

老 尊
茶 長院
百
袋 老

以尊
来

藤 茶

i差
Frt唱dコb恥

進袋卜了

ゴて 之

オ内
百 大

納

丹十
三白一

袋 禅自市

司て
動

甘ー

寺 袋献

宗 之

量
各

再悦ジ寄旨ド
袋

努
之

仰l

儀
了

迷
惑
者
也

↑喜見

之
旨
則
以
対
面

四 四 四

" 
ーノ』、 ーノ』、

克正
党 寛
正 正

O O O 

O O O 

)¥. 五

迫m 
新茶

袋纏楽坊進茶十自袋十自

新茶
己

袋」二

，心

寺進
之

皇乗降法
之

例年汰沙立日

例年也
之 也
了

-121一

(30) 

四 四 四
4ノ、. 一ノ」、 ムノ、

jl<! 寛 寛
正 正 正
O O O 

O O O 

ブL

燈 -
明

室 小新
生 童供
寺

方よ論在
長
老 り之

海法
渡
承廿

上 仕口
五 人 之

袋進
来 内

俊
之 対 当ZHE3zCr 

面 f去

也如例年

師
種 司=
々 $ 
物 Zミ
言吾 k 

移寺
各
イ寸

E寺 衣
カ

白
担l 五

中古
茶 ケ

サ

袋被i獣 御
承

之 仕

悦為日
衣

五
ff[J 巻
了 ιL 

千麦
ータk
弓|
之

イム
f共
上
番

四 四 四 四 四
ノー」、 + ノ、 4ノ、- ムノ、 dノ、a 

O O 
寛 寛 寛 覚

宇長O 最正 E 正 正
O O O O 

四

O O O 

O O 
ーノ」、 占ノ、 四 O 五

星 ヰ~

茶生在之台

茶
炭司王f共 原

量基長英音
寛/、

東

厚懇手
円

扇
物見

、ノ、

之
E英遜進庁ヌド 予

扇 札l
厚j事民手: 

茶主主
之

オz 之
キ合 箆/¥ 

之 円
ιL '<1 弟 玄

子 深

栄恩、
寺
主 進H艮

御茶事扇 進
上 之

本
イ安寺立

長松/¥ 
昨~.t.日， 
之 、J、

殿
茶 了

後略持
参
之



四 四 llQ 四 四 四
ーノ」、 ーノ」、 六 ノ、 ーノ」、 ーノ」、

党 寛 3屯 党 寛 寛
五 正 E IE 正 正
O O O O O O 

O O O O 
O :h .. 

O O O O 
五 五 四 O 七

前日俗同
後風 茶 ~ 国

手重 見呂 始 i量 4ノ閏i訟w 以手席 進在 在 手応
上

在 之之 之 ニE
宇E土頁之 登

寺倉 袋進
了

イEl

務{寺制l

務庄 I欧 馬
問 1'it 立日 之

中 屋
進 常

I~吾 十旨
沙 之代 11釜

図汰 五 ロ 事可: 於
也 4狗 老白

"1" 疋 制11 袋

ヱヌ 進E 寺 11暗号
λぎ 之 寂

事時
杓 鋭|司 青争

ιL 院
湯
ノ、

下 茶
ヰヒ

色 FJr 
参篭函々 幸氏 望

物 之

4卸 束 了

汰分沙後
見 扇 次

調 f寺ι波L 之
進 木

之 /:1:¥ 
公

之 舎
私Zミ

了 手Ij々 用E投
之

湯 後
羽三
卜行二 !日告
王

事
召寄舜

{言
ii王 之

自市 見

湯
了

lt佐

カ
、、
ソ
リ
消す

文教大学言語と文化第14号

四 四
」ノ、ー 一ノ」、

3主 寛
正 正
O O 

O O 
11. 才L

四

東北自
東
ヰlニ

僧院
院折 正

/¥ 

i入I 
衣

茶 来

種 対

イ以寺
面

自送f去市 中
略

手会
之 斉き

悦恐 盆
自

之 己
由 ，じp

仰車匡問
寺
送
手企

了 之

折貝給大Ij 
後
目各

納

禅言自市

畏
入
Z玄

々

四 四
」ノ、ー 」ノ、ー

j;{[ 覚
正 正
O O 

O O 
九 九

O O 
四

11:-ー イ乃ー
也

或北近、近

於中者習
茶面之 者習共

屋自 訴共
椀用以1i1f 他申

葉事可 j虫也r.1 
之、 !法資

或又橋訴
日乍

益向岡R 
イ戻 ~fI 
人入

呑茶境近云、

芸事
之日I~各趣 、ヰヒ

之 同
之 鱗 然上面共
由 ナ

者可候以、リ

謂人

震茶

間iマヘ絢豊子臣i 

然上普一円

者 近
9Z附71z候入、

選喜
之 共

細子!被体可沙 之
汰 11宅

者事 !と耳=境
百T井 也之
及北 由

也罪事 合玩商

(申
後入
聞、各て之

向 中
可 10* 
4事

-120-

(31) 

四
ムノ、

寛
正
O 

O 
)¥. 

七

者一
也
、大

安寺

長
老
噂:
琳

房来

対
商

主主

十
袋
持
参

寺
務
へ
同
進
之

彼
寺
事
当

跡P'l 

寄
所
i投
-1:!1 

イ乃
自
然
毘亘
問
司三

古12
見
所

四 四 四 四
品ノ、ー 」ノ、ー ーノ」、 一ノ」、

宛 寛 寛 寛
正 正 正 正
O O O O 

O O O O 
)¥. )¥. )¥. )¥. 

O O O 
)¥. 

.L'、ーー
尋毒上事存ー寺 イ戻

官大兵庫方官 f家i|司卸亙

、今 、議

日 、が雄[J箱一
各
進 さ・

~IJ 物 道白
r~担 来 候 布
i!& 

中
茶境 111苔 議箱茶-茶

甘ー 茶 一廿
袋 染付 -tt- 袋

袋 白-

合遺之号| 

j鼠 布 杉
子 孝 一原

承
茶 束

了 合号l 廿 廿 安
袋

袋・ 位寺

専実
杉殿

原令進ニ

廿 進之
袋 上了

イ戻

品舜産 イ中
表秋|
其月

t十 儀 朔
袋

計富里之| 
室
生

長老 然可度毎

百I石I
寸ー 令被
袋

入給申 イ御意壬

房英帝 候之
也 条

寸ー )¥.目
袋 月出

一 畏
一」寸d 日入



四 四 四 四 四 四
ーノ』、 4ノ、- 占ノ、 -ノL、a ーノ』、 占ノ、

寛 寛 寛 寛正 寛 寛
正 正 正 正 正
O O O O O O 
四 四 四 四

O O O O 

O O O 
O 五 五 四 O 五

、 、 、 、 、

章始御礼
茶在 風

茶始在之
!炭学l憤

塔l茶涜始呂之

庄倉 術進 袋十
厚紙

乗続上
役 之

行事 束 香舜 進総
洛 也
:z:;; 

書費檀紙同
之

ぇr )lJ( 

』予~ 
東 進盆

令上日

御後見撃を処
扇 之

洛 本
春党茶

之出

賂中

御l湯惟

了

寸袋進ー
街方1 

茶

袋進十 f髪剃布卸 隆舜法

之 目艮、
予

十袋進
御東方

之
百
疋

延恩
進 之
之 五、

後略
時市

後略
進面之

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四
ノ」、ー ノー、

寛 寛
正 正
O O 

五

、 、

安大寺
浄事物主

長老茶
来

文

書殊

来 フ
ク

対

海筆珍、〆〆、面
了

茶

袋持参寸ー

了

入
室
礼
:z:;; 

々

四 四 四
ーノ、 ーノ』、 ノム、

寛 寛 寛
正 E 正
O O O 

O 
J¥. 

O O 
五 O 

、

己 室東 今
，じ〉 日
寺 和十 百進斤
坊主 方理色 事
来

々
略中

略中 茶

茶湯色具
袋十

了

秀宗
々

継舜上五 皆具

為師キ来L 
鹿

其外色
目後寄了

々
予
波
了

為料

理

継舜上

座井ヰヒ

少面

々
渡
了

-119一

(32) 

四 四 四
ムノ、 ノ~、a ムノ、

寛 寛 寛
正 E 正
O O O 

O O O 
J¥. 四 四

O O O 
九 七

、 、

警今
日

語言杉
原

東

布白
沙汰見 之

ナ

量大安寺進

金鵠 リ

E f 
之

殿

年並也当台進
之
了

四 四 四 四 四
占ノ、 -ノL、a ーノ」、 ノ占、 ノ4、-

正克
寛 寛 究

寛正正 正 正
O O O O O 

O O O O O 
四

O O O O 
五 O 力， ムノ、

、 、 、 、

年金杉台
杉 櫨

イ種茶十戻
原

双
原 東

柿串
人

扇注
扇

干興す

文 本

書家
了

五 召

袋進 仕分 茶寸袋ー
之

間中吾
了

茶

袋進寸ー

茶虫東台 関白
殿
了 了

l中洛

扇ー本ト

略中

オ茶初E 

後ID各



四 四 四 四 四 四
六 六 六 ーノ』、 六 + ノ、

五 五 五 五 五 主

寛正 克正 寛正 寛正
寛 寛
正 正

O O O O O O 
ーノ、 ノ4、- 」ノ、ー 」ノ、ー 」ノ、ー ノム、

O O O O O O 
}¥. }¥.. 四 四

O O 
O 4コ九 }¥. 七

心ー
寺

極坊楽

、今
E茶頁

塔院よ

新茶
茶

日
十袋自進 五

よ t防
切経納

袋量産進
茶り 新茶り

己

中
，乙、

袋進十

聞各 所沙汰
袋十

進寺

茶 之

之 袋ー卜 進害年 之
新茶同

之

専実 司= 袋先十

同

極幼進楽目白袋ー卜

了

継舜上 之
了

座

同

袋ート

孝
承

同

袋ート

英膏

房

同

袋ー卜

ーB

文 教 大 学 言 語 と 文 化 第14号

四 四
六 4ノ、-

五 五

寛 寛正
正
O O 
」ノ、ー 中ノ、

O O 

O 七 O 
四

浄土自 茶車在之台

茶寺曳

物杉原見
進積

之
束

仇檀紙 扇

本

東進之 3箸k 

前

主孟車

絵

福水山〆、

、J、

被之下

四 四 四
ーノム、ー 六 六
四 四 四

寛 宛 寛正
正 正
O O O 
五 五 五

O 丸d

O :11. O 七

新浄土寺
面

種守光、〆J、
ヨ
リ

袋進ート 茶井

種進何之
面

之

種秀fi、ノdJ、， て

炭

荷友消〆、、〆

炭

荷村l〆、J、〆J 

茶

袋持事

-118一

(33) 

四
六
四

寛
正
O 
五

O 
}¥. 

O 

音房 -

今
日

進物

賂中

茶

孝袋十

承寺

主

茶

+ 袋奪霊

目艮

茶

座

茶

袋ート

己
，乙、
寺

茶ー袋英ト

四 四 四 四 四 E 四
」ノ、ー ーノ』、 ーノ』、 ーノ、ー ーノ、 ーノ』、 ノ占、

四 四

寛 寛 覚 寛 寛 寛 正寛
正 正 正 正 正 正
O O O O O O O 
五 互E 四 四 四 四 四

O O O 
七 四

O O O 
O ーノ、 O 七 O 四 ーノ、

前略

道茶湯具 浄土寺 f新衆共

イ殿安寺立 よ

用意可之

り

茶十

難箱 五
之 進袋

対 之
御承之 面

御茶
茶

仕両

十袋
袋進十

人

花
衣ィ也、

瓶
之

茶号之| 
以上

了

進各害状

之
弟

伺付書本法1 

Z云

々

橋
了



『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
六 ーノ、 ノー、ー 六 占ノ、 ノ~、a 4ノ、4 ムノ、 『ノ」、 -ノL、， ノー、 ーノ、 占ノ、 占ノ、 -ノL、. t、- 4ノ、- ムノ、 占ノ、 」ノ、ー
ーノ』、 ーノ、 -ノL、. ーノム、ー ムノ、 ーノ、 4ノ、- 六 ノー』、 占ノ、 ノー、 ーノ』、 占ノ、 占ノ、 4ノ、4 ノ~、a ムノ、 ーノ、 豆 五

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 寛 寛 寛 寛 寛
正 正 正 正 E E 正 正 正 正 正 正 正 正 正 正 正 E E E 
O O O O O O O O O O O O O O O 

O 4コ
O O 七 O O 
七 占ノ、 ノ占、

O O O O O O O O O O O O O O O 
J'¥ 'じ J'¥ J¥. 七 五

O O O O O O 
O 七 ノ占、 O 四 O 九 九 ムノ、 五 J¥. 七 O 四

一一、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

屋庄納長

茶
懐茶昌

己
御理所票

布白
茶 正

古茶
風

草署

菊茶? 茶 早
年星当 浄土自

茶

，寺心
新茶法寺

在呂
ーノ』、 E 

袋車参十良発 進十袋貞専
斤霊童

室

重十謹得難
之 よ 々 反 之

殿参田申T 璽供栄凪
寺茶

所茶 子 り 進

茶井 之 之 茶

袋進十
寺

進折

輩庄人夫 日中苔

袋十
十袋進 之 己

召之
五

進 之 ，じ戸 よ 之 袋進
略中之 続 之

茶新寺 進り
之 茶 之

裂持e 霊童+ ー袋ト
イ安寺立

之
鏡円

壇 茶

進十袋
先 紙 五

人
己 殿 進日

束遺之
十袋進

正 JL.' 之 之 面 間 之

ド上車 寺 進

与西寺草匠
了 之

之 茶 扇
之 茶 ー袋卜 対

廿
本幸之会

面

略中
袋

殿宵有 己j

継舜 IL' 
茶 寺
五 サ

以上
袋十

茶 イ t土争
サナ

京上
袋

坊寺主
孝

後日各承 為

茶袋廿

如本帳成政敵-tT; 

宇来L 

対

専実

面

後略

(34) 



四 四 四 四 四 四
寸ゴ ーじ イニ ーじ ノー、 」ノ、ー

O O O O 九 11. 

文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 旬月 明
O O O O O O 

O O O O 

O O 
O O J¥ 七 J¥ J¥ 

略一

己

成就御在於院茶

在茶

於成車院霊在危

長
浄土，心 屋

寺 之 庄 寺
S拘 ;主坊行二
所英向 来
選

茶 之 之 得業z 
茶

境

持袋廿物
参予

茶
廿

了 袋 参
ヰ三 進
原 之
寸ー

中遺占

坊
主
了

色
々
1舌
計

大
湯
屋

入
了

寺
f9i 
倒J度l 

随
，i:;、
π日ぽJ'e

E役
l司
御
入
了

千愛
」

文教大学言語と文化第14号

四 四
ーノ、 4ノ、-

1"L 1"L 

文 文
明 明
O O 

O O 
J¥ J¥ 

O O 

前聞各

イ安寺立

孝承茶

殿布白

寸袋ー

反
三ノ

耳実F 、

フ 同

茶
車列車z 

進袋十
同

之 泰
日ム

袋

四 四
一ノ」、 占ノ、
J¥ J¥ 

応
応O イ二

O 

五

事悉皆:J;;Iア
新浄土

若手F

参詣
主

了

借用

日c目p5 
f旦
灰

街長老対l 
ノ、

止七
方
よ 箇
り
召 綱寮l 
之

者渡
参見

共
f茶車倒合l 

其夜

之
悉
以 貝IJ
i亙 i昼

禅波定
/:1:¥ 

賢f橋f去]!/ 11完
了

泰

9参|向ム

-116 

(35) 

四 四 四
4ノ、- ムノ、 ァミ
J¥ ーじ ー七

応
応O 

応

O O 

X O O 
O ーノ』、 四

O 
J¥ ブL

f巧 糸ー

浄土
111" E貝

本岡寺

経車切内
参詣

B三

例事法寺茶
所英算了

中
略

老長

歪袋IJ 
f倒P
対
面 来

御寮

z 車石ミ
参見

御茶

奇合
之

貝IJ
lf!: 
出

t賢f去青

橋

泰
ヲl、
参
向

後
旧各

四 四 四 四 四 四
ーノ』、 T-之 プて 」ノ、ー 」ノ、4 ノ4、-
戸じ '七 ーじ 七 Fじ アミ主

Fイニ芯 応f二
F芯 文 文 文
f二 正 正 正

O O O O O O 

O O O O O 
四

O O O 
11. J¥ 01 

持 一
来

頭茶f賢語情
、h楽E 新i"T-

網干書与乍
弊茶舜 1 

坊 土
えZ 寺 十

ヨz曳茶 袋進
ヰZ

四 之
五 自 種進

良日
袋 己
吾U ，心 之 大
来 寺 工

申 イ乃 左
此 イサ 畳半 ilI 
タ名ト 之 五

I間 良来~ 
主 申i亙占
方 可

イ持主
幸R f最酉古

袋 之
A 之 之
k 由

房良尭 多置車井言
来
口
対
面 少

k 

ポ命
珍重 之

之 畏-
由申 入

仰
了

了

糸ー

袋

来布高

段



『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 Jm 四
ーじ ーじ ーじ じ ーじ ーじ イニ -1:; ーじ ーじ ーじ Fじ 七 ーじ 七 七 ーじ

O O O O O O O O O O O O O O O O 
文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文
明 明

明O 早月 O 明
明 明

明O 明
明O 明

明O 号月 明
明O 明 明

O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O 
J¥.. )¥. )¥. ι ノ、 五 四 四 Jm 四 四

O O O O 
O ーじ O O O )¥. 九 J¥.. 五 O O 

十袋 ( 前 木一 法ー
F可 才E

就成l涜 弊済茶: 
林茶光11完

大
イ安寺立

、略
自

機本 茶新
Jili¥ 菊T

事縁舜法眼

新茶
、、町、 一 寺九 茶号| 騰自

新安寺
泰 極楽 在呂

茶 、i献 殿閑
弘、 正 九

書禅院

w. 
又候塑H〆町J、

大

署使袋進十
殿純箱〆、

;坊

新茶法寺

毒

之 十
下色 薬禄

参申 老長 茶 茶井
袋

進袋
十袋 庄1瑚1|: 

一し「ー」 々 人
之

光臨
Z三 ，心

雑掌 εA 術茶湯
〈

f在3之両1E1 
盆 々 寺

己
書E、〆 ，心

之 孝 献

袋進

進 fll: り よ
所事 糞専下 ハ 寺

少1来~in 立寸 白 承 之 之 i隼 り 、ノ、
面 布 殿 之 進 長
了 ノ、

茶 之
内山

下 之
箆|司

言fz 
大

反、J 御入
海 ~~ 

己

袋

茶 i1I 
原中占，心 来 /¥ :z:ミ 明 五

寺 茶 、々 ノ、
恩 智

fp算良走q 袋ノ、J、 専実
十

光R¥完/ 
書芸

袋献 宗 3士鉢完1宅E貝 l順 人
茶 ー七 之 以

分言十房 進
袋有

切経納
下 薬

号
之

袋

只
京衆

j羽 暑吾
被送

之 メ-ミ7 

F可
所進

意
t土ノ争¥ 下、、、 之

タ 宣
袋如 奈衆良

之

院茶¥/ 
舜 之 木 寺

|珂 、J、
過分至

書宅
イ可 折 、、、

'Et 
薬

袋十 五 フ戸 fイ町寸1 

器桜iち八V 聡釘量、

畏

袋 致
令入申旨

紙雑
沙 之

継釘:
t太

十 了 ヰヒ 了

被東 橋法
面

色 ノー」、
後

持
々

御茶問l茶 道 l略
来

具了

袋
進召 湯女

迷惑物也
之

f所中d;jl 己
iL:..'、

茶奉湯寺 々
々

茶 ~丁- 井

zu

、1
ノ

l
L
C
O
 

U

臼



四 四 四 四 四
4ニ イニ 七 ーじ 七

文 文 文 文 文
明 明 明 O 明

明
O O O O 
四 四 四 四 四

O O O O O 
ムノ、 四

O O O O 
)¥. 四 )¥. 四

仰付二
イ勢国ヲ子

手 内

量習台 智恵l上、l 了之月堂
承

中

イ司吏
之 、参

日各

光RHT茶dYJb E 7 
篭

言大〆者、 出 PルEI'

世: 大 年自

夫、J
車内

々 五 言 止t
」二 間

袋進 {曽 方
洛 都 茶

童中
之

十袋遺大

納言都方
子 知 }~ 
今

院分 法 之
日 橋
茶 会主 其

E仰買 袋在 子 :i1R 
報

茶 せ 之 l順 シ

袋百
イ寸 三三 円 オミ
之 々 ヒ

井 了 尭 キ
一c. lil買lヨー ，心 尺

被疋送
寺 南
新

五
員ー

茶

東南面

文
之 卜 必

袋進
々

告E
殿1!iG 

jjlJ 

参見
之 来

古井 慮

太 茶 兼
去

フコ 五 1'1 
勾五米〉三

袋進
よ

遺探之

り

之 申 至U
言青

也来
;z;; 了

々

茶話宅事事語

」

樋坊

文教大学言語と文化第14号

四 四
ーじ ー七

文 文
l拘 明
O O 
四 四

O O 

四 Irn 

1l1i完i{，jj 
日就比

院

参
申

之

f茶在~il 

次 之

日1就1完立

参

種茶在

之

四 四
ーじ 七

文 文
明 明
O O 

慈

，会恩

O 

茶文一

斤|・ 燈正 告舜宇

九事常
茶

進十袋卜f主
文之

禁/¥処
之

一中 昨
C屋 日

英濯
2高
m 1業専
且王 十f

袋進

f術iEJJ島7 l 之

」ニ
番

北
面

公
月庁

M 

{蛍朗I

夜分ノト

升
主
，4r=h 1 

1て

わエ

)¥. 

m 

-114-

(37) 

四 四 四
4ニ ，-{二 七

文
文O 明

文
明 明
O O 

O X O 
1し J¥. )¥. 

O O 
ーじ ーじ 四

坊t寺争

院事乗F主~ ff乗~卸吏dYb E 

主

茶持参 ]l!i 
E買 l殺

之 ;z;; 入
々 来

古語
先
日
カ
者
事

日11完投 也

術波l 
又
王℃
吾日

少職首

来

色
々
物
語

日乍
日

I乗涜
之

茶室霊院賀

ヱミ
々

四 四 四 四 四
4ニ 七 七 七 七

文 文 文 文 文

O 明
明 明 明 明
O O O O 

O O O O O 
)¥. )¥. 

O O 
七 五

百高

{者茶曽E 1孝~ 壇 明
章氏 日

一承 方合

褒- 束 浄

返花j航 各茶専実

j二
茶

為御率御茶し

寺
太 f卸

袋
御関花

遺之ー袋ト
ヨノ
、 以 見
フ 積下

ず去

I曹荷光理ET4法舜1出
4連卸 花

進 々 寺

イ安寺立
持 歌 努参

一橋茶 座 入
合ー 殿 f対'ulil 百T f卸

返事
有

4卸 面 之

茶十主導 宣舜、

i亙
:tE 予

中1餌 申
略

同 次之

五. 議 茶

袋 畏 弓乙
宇皮 入 色

泰
下 ;z;; k 

8ム 之 々 大納ノ、

茶1さT
了

一首

ー袋ト
、J、

己
，心
寺
茶
t十
袋

成就院命中村



四 四 四 四 四
七 七 七 七 ーじ

文 文 文 文 文

明O 明 明 明 明
O O O O 

五 五 五 五 五

O O O O O 
A )~ )~ じ ーノ』、

O O O O 
フL

江立 一

茶 十賞 進
茶古

|日J;>""]Z
4勿

部御年賃事乙部事江立閏乙
袋遺司11 

千貯
間中各 袋十自

麺
茶 己

英方 折 ，心

袋十 寺
、、

了
蓮恨

以イ者4寺2 
Z日lF搭松

専実

就地虫使オ壁ニ本

本書寺 之

袋十 上ヒ虫日
興此

了
手設 イ玲 f問4J 

事可給安
河:
¥ノ、 君品!了、

卜

蓄土基日乍五
袋

之 寛ノヘ
由

舜 {之戻害
14J 、/、

書出肉書
了

袋

則坊毒来 候を処高給之? ヘ泰

ヲ、iJ、

怨此

各'1党 袋ノヘ、 々 {再言司

入
己

号!R富前hf車永S合11 ，心
;0; 

寺々
分

持茶
後略

也

参 召

之
、 」ニ

之
7 

月t

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四
ーじ 七

文 文

明O 明
O 

3.1. 五

O O 

O 
1L 

了一

自
己 切
，心

経新寺
茶 納

所

器進 寛尊

之 イ都曽

j鼠
子

主頁

盆

進
之

為
納
所
役
{-'C 
々
茶
十
袋
進
之
慮

自

納
BT 
H寺
女日
民七
j依
子
進
之
ノ1合3、

i格
茶

四 四 四
七 七 七

文 文 文
明

明O 明
O O 
五 五 五

O O O 

O O O 
}~ ーノ」、

浄寺土
於大

林茶松院

納毒事坊
i亙
事
メ-ふ7 

屋 日

茶在
遺
之

之

1111; 

返
幸匝
了

-113一

(38) 

四 四 四
4二 七 ーじ

文 文 文
明

明O 明
O O 
五 四 凶

O 

O 
O ーノ』、

経自経進市
mjp 二

;寺主幼
之

正 茶

袋献寸ー 号舜寺宇 袋持参IJ 

之

主主
4在書犬

之 之

1'i1f 

院置詰

吉
日1

四 IIQ 四 四 四
4二 t二 4ニ 4二 七

文 文 文 文 文
明 明 明

明O 明
O O O O 
[19 四 四 四 四

O O O O O 
)~ A )~ 一ノ』、 ーノ、
O O O 

袋一

自 白
夏〆ヘ方、

街夏中l 
正

イ安寺立
布 〉、 々 月

進 十
反

物事
E手習式頁

五
殿 日
i屋 キ~

中
中

し 原 τ口土工

白 国各 4卸
lt占布 茶 茶 茶

袋進寸ー
A車-氏jfi 高芸

高品賢法

~'!ß 

袋ト
昆 之

JR: 
寺

荷7

務進 巻
茶;境 橋

之 、J、

套来H 
¥J 、

高普

袋
泰/¥ 

ヲム
、J、

十袋〆¥

己
，寺L、

、J、

-1:1-
袋

市察監f' 
、/、

五

袋宣ノ¥

舜
、〆、



文教大学言語と文化第14号

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 凶 四 四 四 四 四 四 四 四
ーじ 七 イニ ーじ F七 寸二 ー七 七 ーじ ーlニ ，じ ーじ Fじ ーじ 寸二 七 七 イニ イニ 4ニ
五 五 五 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 四 四 四

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 O 明

明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明
O O O O O O O O O O O O O O O O O O O 
七 七 七 七 七 七 七 ムノ、 一ノ」、 ノム、 ムノ、 -ノA、a ノ占、 ーノ」、 ムノ、 」ノ、ー 五 五 五 五

O O O O O O O O O O O O O O 
ーノ』、 O 九4 )¥. }¥. )¥. 四

O O O O O O O O O 
ノー、 }¥. 九d O }¥. 四 O 四 O 七 O )¥. 

前11悔

略-

正 自

』坊楽十悔
己 自 茶

h坊訴i認巴
正

日就[~比t 
所進 内 升在そ 自

弊舜
茶

茶湯具
自

新法寺茶

己

毒者僧参

t争 主台

書室
11宅

智恵IlJ 
松 己

，心 二仁 立日
物事

之
イ材s.曽b YE t 

寺

j十袋土争

d寺L、
寺 寺 {列 来

遺袋

主

殿新茶
高宅

参"f1 新茶光~ウn:; 人数
茶

火鉢

昔経事日 中
正

袋進ト

送重茶等袋到寸ー
種 主主 間1 英言'JiI 一廿 方

1寺;Jj 之 送 去
f禅閤EL 

目a-
入計

茶 ス

袋進十
相尋

:z;; 長吉 茶 月

禅御渡問l 

茶 五 十 之 主
、、町、

来 々

今夜庚z 之 進
う御油長

ーI:J- 袋 袋 持
了 注 之 袋 至4F可 iき 来

御簾事
も‘ふ同

之 進 茶 壇
乗|涜

継 来
跡衆

車合
之 キ氏 之

舜法
之

菊禅|炭涜? 岩進茸 内 へ

中 遺束 f波朗l
橋 家 フE 木

日書 之 升 衆~'3 五 [1可
之 下 十 日

千子
今夜 主 見 進 荷 丞

茶 同可
袋恭

物 之 1I可
物 1M' 

有制J百慌T l 
斤 i亙 同可 ヲム f愛

宇4日 用T 種
略

一卜 出

質文 ~ Z玄 五 之
E庁 λマ

袋宣

イ曽

仰修f衆j民l' 

舜
調1

t卜
残

袋専分
罷帰tr- 実

四 了
燈

袋十ヨミ 明
々 日 己

早 ，心
且 寺
官成T 

物雨
倒選l 

f可
原

良次広

後

n
L

、IJ

l
L
n
u
 

uω 



四 四 四 四 四
ーじ 七 4二 七 七
五 五 五 五 五

文 文 文 文 文

明O 明O 明 明 明

O O O 
4二 同じ Fじ ーじ 4二

O O O 
O )¥. )¥. J¥. 

O O O O 
イニ ーじ

略一

日乍

新産物主
茶 所

浄寺土日
乗院童今

λマ

寸袋遺ー
進
上
物

坊 百
英方言JiI

事

主 疋

主門
茶

茶4参'if- 茶了

整型十 参fa!. 
袋

捗禅波「昔

上
座了
法

同 橋

有持E 同

参
十
五

袋宣
e伊巻f豆j 

舜

数
又 茶
雲IJ
来

ーB 袋

専実，心

寺代官弓茶持l 
同
十
五
袋
泰

参 ヲム

'ti[ 
f巻91J 茶

十
数 袋

炭
己
Il..、

問
到l

寺

来 f愛

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四
七
五

文
明

O 
ー七

O 
ー七

O 
ー七

茶境台一棚一計則

二ム人 就山会脚松〈 喧

辻院林街茶I 

坊 、 く 院 具
足

、建、方

護金省前
茶一風

場 ・ 呂 フ 八コ
-にLコ. . ¥ノ
一同

茶±完、 1会ラ法記成就釜外此

(後坊¥陪同左実

喧建水之
、議指

大

ム仁3 納
一畳回

在〈 イ都曽

之、く

、下

ι上Ly〈jt 

(中左近

略)郎四

〉

建
重量

台

浄
土
寺
¥/ 、

建
重量

四
七
五

文

明O 
ーじ

O 
-ノL、a 

O 
O 

文志玄操基 l常i券イ叡言行賀 喜子レ合茶
明麟!持被/、 町、¥二日
一 十記

ズ寅〉相酷 座高〈座高̂ ^一一昔11，，:，間 〈
九斤屋壷斤 去

廿 呂 v v 十、百〈合山て年文

四模相 仏 四丹十卜 明

要 〈ヒトツ斤今六

常|盤 百クツこ六面年
卜、、ノ、 、百}臼 ハ

コど ハてい六之ノ込"-ーレt -1:1-
明美泌 :sc斤〉、斤卜文 )¥. 

r丈 ヨ八〈品品百〈五2R〉全文百

己E飛Iji コ十百¥く ー十
、(j- ¥/、一ー-五会 主1=1ぺ，一-

長余陸典 裏弐士、 土八

コ、ーJ 十分ーじヨ支リ 七夕士日

Z謡E伯番 斤〈問〕¥ 斤-、 弱求ニ一

五八 分百

、美作 百斤 五六
廿、 J千四
五、文

安芸 :sc 五四

袋
周防 半八

〈十

イ費 四ッ
予 月、

-111一

(40) 

七、

日-¥:ゴ
、百

六五
十卜
五文
文十
宛 斤、、

ヨ王寸二
斤十
〈五

甲タ グ文q 

四 四
4二 ー七
五 五

文 文
明 早月
O O 
ーじ ー七

O O 
ノー』、 4ノ、-

tH愈肝
O 

各|潤ヲフE

退検|折興寺 風

7 宿4百与郷内 在呂

罪也 1!!~ 之

〉 縁堂

行司f湯E王E 
、於

惣茶
郷 J議
ノ、フー

巡注 事「替担l 
之オ寺て

入術l 
|潤之
不イ主
及人

メ寸》、

イ吏ト 1=1 

者也屋芝 御又記
、イ主

イ公乃 l人喧 f虫ム

了
車司合王 H在事I~ 

京も日之
乗1¥完

形之
J、、

云闘
入々 、

、創日 移官

衆弁中 民等
f|茶南涜~ 

矧μ泊隼2 

当申

E沙汰申頁東室仰

之以カ

fE来alz S者 2玄

k 
、定ヲ~，

跡門イ史

制先立Efl手量皮1寄



四 四 四 四 四 四
七 七 七 七 ーじ 4二
J¥. 七 七 七 -1::; 4ニ

文 文 文 文 文 文
明

明O 明 明 明
明O O O O 

O 11. 九 九 ゴL ブL

O O O O O 
九 J¥. Fじ ーノ』、

O O O O 
ーノ』、 四

茶ー

松事院僧自作

炭 司11
十袋今日

一B

英茶
乗|茶事涜

IL..' 

越荷進智
東林到来

寺7茶占「筒ー

時々
正 曳 五
方 之 物

後田各;:t 
頭東僧オ院じ

進袋

茶寄進十 茶 )唾 之
ー1:1-

湯理山
茶

袋fj守二F 五 E 
也 袋 今

;主坊
致沙汰日之 宣

持 舜

来 日乍
〉

日 茶

院巻内山中

よ

禅随|井湖り 寸一
参 袋
篭 継/¥ 
ヱミ ，心

数進
々 舜

殿院f去
之 橋、ノ 入御

Z玄茶
々

袋
後l略

専
実
〉

茶
卜
袋

上

e. 
'L、
寺
〉 、

文教大学言語と文化第14号

四 四
ー七 七
七 七

文 文
明 明
O O 
九 11. 

O O 
四 四

七 O 

機本法自

茶

頭資J育

正 法
寺 橋

正 昨
法 日

4公

寺新
イ林~曽自YbE 

右川主

廿ー 正
袋 沙
例 汰
進 也
也

イE!.
矢口 是
日完 ノ、

袋卜

づ也云

四 四
-1::; イニ
占ノ、 ノー」、

文 文
明 明
O O 
J¥. J¥. 

O O 
五 四

O 一ノ」、

正 物其去 一

月御茶或瓶《

ーIj-
ニ四 大

付申・ 日宅

沙t有太T番状也、 寺下司山
子

等、〆 之 彼 村武

H各

旨申 屋茶 Jffl長

之事 公

4目、 慶j参乱
H|脇寺

才伝 司、

見 之(

也可為珍善m取T略中献

皇瓦
夏中 ノ、ブ」ノfー、

手習茶 、実近
大 所
弓{乙 茶

松 寺屋ー

茸事 間申
也付
一之

後四各
Zミ、

ぺ初以J 

中進
Pf各百T

道支
下イ民
司

彼在下つ汀

百!TT喜子
之其
茶 意
屋 之
τfili] 由

イ所反E管"" 

-110-

(41) 

四 四
寸二 ーじ
一ノ」、 」ノ、ー

文 文
明

明O O 
J¥. J¥. 

O O 
四 四

友百年 車茶Ir 

イ土
丁

袋自
，官、
参

己

中
，心

寺巡111各

苦笑 之
臼
屋
之
友
長
tl: 
丁
為
Z酋
子
キ目
続
之
間

成
イ士
丁
了

後
13各

凹 四 四 四 四 四
ーじ 七 七 七 七 七
五 五 五 五 五 五

文 文 文 文 文 文
明 旬月 号月 旬月 時月 明

O O O O O O 
ーじ ー七 ー七 ーじ 七 七

盤会 ホ摩~佳h 三

主摩佳 品踏会憧
バ~とh五Z

O O 

前
六/¥ 

IlIt 
方寺 主芸

合

舜寺弊
英運

昔t、〆段持、/ 
湯

茶、/

乗院家{昔
m事両T 所業

律師
主

同 茶 茶
次

京都衆 進袋卜
廿

公 用 尭 袋

所差兼楊
注 )1頃 進
文 以 之 之

倒官状民] 
オて 寸マ

R可

手衆ド
司苛

う昔、之
斗、ノ、 同

中 人
ート

国各 百T
人

茶
frp 

分
湯
具
〈

釜

風
呂

下
水

オく
十筒

杓
〉



『大衆院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四 凶 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
七 七 4ニ ーじ Fじ ー七 ーじ ーじ 七 七 イ二 七 ー七 -l: 4二 ーじ 七 七 七
ブL :tL :tL ブL ブL 九」 ;l"L )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. 

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 コピ 文 文 文 文ー 文 文 文 文明
明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 ゅーj 明 明 I列 切ヲ 明 明 明

O O O O O O O O O O O O 
O O O O O O O O 九 O O O O O O O O 
四 )¥. )¥. 五 四 四

O O O O O O O O O O O O 
九 )¥. )¥. ーじ 四 O jL )¥. O ーじ 主 九 五 四

前
後略

失一

新 日吾

御於新
新

東林院茶
弊舜茶

長 己 己 メ-，ミ 市
新茶

自 茶 茶
茶

境
、福智

浄
切経納

屋 ，心 ，心

乗院展茶事密

日
機

t争 在主台¥く院 二t 納 寺 寺 諸 土 岩茸
十 員B

mJ在f宅T 
寺

袋持十参

所 巻 よ 進
袋

寺 之
袋

具 }堂機 よ m 五
茶

数 り
物事

オz
茶曳

己 IJ り 興i袋 正 己
金?資法青ド

懸物等女日
，l;、

茶/¥ 官員 之 茶 ヨム カ 炭 ロ 法 IL'、
寺 畠回

擬櫨員辞

章f煙袖t 

之
E修南周: 

茶 寺 巡寺 f荷J主7 
暑船f送長号よ つノ

種進
袋

至千苛U 盆 茶
り 、 以 茶 十 之 五 目艮 伊j

進 十、J 納下 之
進十袋

来
僧院 袋 寸ー

勧袋進
持 也

之 ~ 種進 奪実/¥ 
袋 参

臼
11民

i半1
'占

大 正 至。 油
先

鋭円
廷i盆

之 工 之 也 来 所巡
煙

日 チ
〉

智恵 後
111各 111占 之 リ

陽fjFJ 
之 廷

J!.& 面 取 i塁

光~茶4在7c 日各
所

報
菓 i隼 入道 袋 幸匝

子 之 入 車陸

五 百 御 舜、ノ
代 五 盆 t争

袋
一卜 j二

及干日交書、文 ↑亘 寺 五鵠/¥ i吉~U 坊 袋
ヨ引l 主

陰 宣来 ア 茶 茶

リ
十 舜
袋 十 大

〉

茶 持 袋持
酒

屋 之 "" 五
ノ

埋
参 、々 着/¥手

~~J\ 

H弥1Iセ可

キ氏 参ιJヨw ヲム

lF。h占♂ロ> 

、J、

了

イ也沙汰ム 之
袋

一B
，心
i寸-い2 

辻
¥J 

ノ 茶
北

十
カ

袋
ト

慶

(42) 



文教大学言語と文化第14号

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

O
四・

O
九
=
、
昨
日
茶
頭
十
疋
下
行
、
今
日
御
後
見
調
達
也
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

O
四
・
一

O
二
、
茶
頭
専
実
沙
汰
也
、

一
四
七
九
一
文
明
一
了

O
五・

O
三
=
、
己
心
寺
使
僧
茶
一
器
持
来
、
無
為
礼
云
身
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

O
五
・
一
七
=
、
機
本
正
法
寺
新
茶
二
十
袋
進
之
、
恒
例
者
也
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

O
七
・
二
五
二
、
自
法
花
寺
長
老
御
分
物
ニ
舎
利
殿
一
・
茶
洗
盆
一
給
之
、
殿
ハ
仏
地
院
孝
俊
所
持
殿
也
云
身
、
畏
入
之
由
申
入
了
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一

-
O
八・

O
一
一
(
前
略
)
茶
廿
袋
上
座
法
眼
、
茶
十
袋
己
心
寺
坊
主
、
茶
十
五
袋
泰
弘
寺
主
、
茶
十
五
袋
宣
舜
維
那
、
茶
廿
袋
専
実
寺
主
、
(
後
略
)

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

O
八・

O
二
一
、
今
日
支
配
、
(
中
略
)
茶
二
十
袋
訓
英
、
(
後
略
)
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一

-
X
九・

O
五
二
、
内
山
中
院
瓶
子
一
双
・
一
日
鑑
、
浄
土
寺
坊
主
曳
茶
一
器
持
来
、
各
参
風
呂
了
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・

X
九
・
二
二
て
松
殿
上
洛
、
御
唐
検
一
荷
悉
皆
・
雨
皮
上
・
御
茶
境
会
一
v
、
進
上
、
五
小
所
一
人
参
申
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・
一
二
・
ニ
九
=
、
長
屋
納
所
恒
例
茶
二
十
袋
進
之
、

一
四
七
九
一
文
明
一
一
-
一
二
・
ニ
九
二
、
浄
土
寺
茶
二
十
袋
持
来
、
見
参
了
寸

一
四
七
九
一
文
明
一
一
・
一
二
・
三

O
一
て
弊
舜
寺
主
茶
十
袋
持
参
申
、

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一・

O
二
て
茶
十
袋
自
松
林
院
到
来
、
恒
例
之
儀
也
、

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一・

O
四
二
、
茶
初
在
之
、
如
形
懸
物
三
種
出
之
、

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一・

O
八
一
一
、
茶
在
之
、
候
人
等
申
沙
汰
也
、

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一・

O
九
=
、
自
浄
土
寺
曳
茶
三
種
送
給
之
、
雑
紙
三
東
返
報
了
、
一
、
茶
在
之
、

一
四
人

O
一
文
明
一
二
・

O
一
九
二
、
茶
在
之
、
予
仰
付
之

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一

二

て

茶

在

之

、

一
四
八

O
一
文
明
二
一
・

O
一
三
一
て
茶
在
之
、

一
四
八

O
一
文
明
一
二
・

O
一

三

て

茶

在

之

、

-108一

(43) 



四 四 四 四 四 四
)¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. 

文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 明 明

O O O O O O 
四 四 四 四

O 
五 O O )¥. 4ノ、4 

大安重喜来
茶曳 櫨

ノ塔院茶j 、 茶在之 市茶古
双

器 頭
麺

権僧正餅 筒 日宇
盆

会大日盆
極坊楽

興

見参
茶 干也す

菓 子 ヱミ
子 同 々

曳茶随身

折

随求弁茶曳

タ
ラ

之
頓
写
持
参
了

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四
)¥. )¥. )¥. 

文 文 文
明 明 明

O O O 

O 
O O )¥. 

於東林院茶空
浄土寺

殿曳茶

器進 古市

之

所茶頭金i犀

報半畳 量艮

之折

帖遣 以

大下
之

儀1!l1i 

非是

;z:;; 
k 

在各夜之

盆

四 四 四
)¥. )¥. )¥. 

文 文 文
明 明 明

O O O 

O O 。
四 四

棄十却 僧松林院
切経齢相

正

形有之 f進茶91J 

双

+ 復書

鏡円

以書状
面

i屋

布昆
事
了

B進IJ 

也

恒築事例書

見参

盃
*之24n h 

-107一

(44) 

四 四 四
)¥. )¥. )¥. 
O O O 
文 文 文
明 明 明

O 
O )¥. 

O O 
)¥. 五

返-

浄土寺
自 茶報 八

己 十朔
IC;、 五方

坊茶主
茶寺 袋、く茶: 

袋十 十袋

幸雄
百

舜法
疋進

目艮
之

参見 茶

院事今事 袋十宣

舜

茶
十

為宇L
五

袋泰
Z玄

々 ヲム

茶

袋寸ー

己
，心
寺

中
日晦

筆管

管

林東

院
〆、

四 四 四 四 四
)¥. )¥. )¥. )¥. )¥. 

O O O O O 
文 文 文 文 文
明 明 明 明 明

O O O O O 
四 四

O O O O 
丸」 )¥. )¥. 五

童仰イZ寸宅
新供 茶在 茶在

論在音之同

之 之

量豊草草
H艮

ート 屋
口

皆参
先
日
JI& 

五 報也
巻目寺

茶づ献長

之

草草

f~J 

イf共ム

燈

fイ明印寸

之

f拠1共斗句

所聖徳



四 四 四 四 四 四
)¥. )¥. )¥. )¥. )¥. )¥. 

文 文 文 文 文 文
明 明 ザl 明 明 明

四 四 四 四 四 四

O O O O O O 
)¥. 四

O O ーノ、凶 O 

前
賂

新茶
夜前茶在

茶在
己 於

茶 IL、 宮

袋十
之 寺 寿

十袋咋
イ曳曽 丸音日己 之

.i:;、 糸' 屋
寺 日

事丸書偽

茶在
進 自 若持号
之 己 之

'じp 参

中
寺
進 見

匝各 j二 参
茶 之

霊十袋

DIR 
進
上

文教大学言語と文化第14号

四 四 四
J¥. )¥. J¥. 

文 コピ 文
明 JjFj 明

1m 四 四

O O O 

O O 
O 凶 四

一

浄土自
種茶在 切経納

茶寺曳 之
所興弘

進様

律茶師ー卜之

i.!& 袋

報杉
持
参

原
五 Bリ
111占 進

又干毒

~ 

告円克

見
布

段
之
志
也

後
匝各

四 四
)¥. )¥. 

文 文
明 明

四

O 

O 
O 

松 茶

林院

十袋長
得業兼親三

屋
車内

t亘
i百i斤主

茶伊j
之

袋進卜
京日
伊j

之
袋

i.!& 
i弊舜主主遺事

之 之

106ー

( 45) 

四 四
)¥. )¥. 

文 文
明 明j

O 

)¥. 五ー

浄j二

草壁者襲
寺

坊主

茶

袋持参
持袋

参

反銭司王

如為可

前
々
之
由
イ印

畏
入
Z玄

々

四 四 四 四 四 四 四
)¥. )¥. )¥. )¥. J¥. )¥. )¥. 

文 文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 明 明 明

O O O O O 
O ー七 四 四 四 四

O 
五 Fじ ー )¥. 

己 浄
食飽

霊制飾裂弁金

メ~ 盆

震者重| 
.i:;、 土 日
寺 寺

十
良 坊 七
文 主 茶声 日 文、J
房 来 也
来 話西量 茶

茶 付コ
袋自

茶 進l向 撃 実|暑是 日曜5

袋卜
進 之 之 辰 己
之 巳 'L' 大楽坊 寺

百 曳 送 暑器
疋 茶 五合
持 持 之 4参'ij 
参 参

之
見

、
参見

参 言古
了 イ曽 了、

各
、

卜 五
疋

智光11完
、

オ尊E 

等 専
，乙、

十 五
疋 自ifi

袈
高錆1E1 

主主
四
人

イ泰12| l 召
之

)¥. 
疋
寸マ

干T
ヱヌ

'" 



『大乗院寺社維事記』にみえる茶史料

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
)¥.. )¥.. )¥.. )¥.. J¥.. )¥.. J¥.. J¥.. J¥.. )¥.. )¥.. J¥.. )¥.. J¥.. )¥.. )¥.. )¥.. )¥.. J¥.. 

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 号月 明 明 明 号月

五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 四 四

O O O O O O O O O O O O O 
)¥.. )¥.. + ノ、 五 凶 J¥.. 

O O O O O O 
O O O ー七 O O J¥.. 四 O O O 五 四 四 O :i1.， 4ノ、-

文 僧ー Z三一一

明十
;Jt: 々 、

弊舜寺主

長 j争 己 布l主l 也己 、作自 蹟~奇
茶在之

東 自
京よ 布昆

茶初如 光オ院茶ホ
東

五 屋 ニヒ Ii:.'、 、'し、、 r~ 
;寺土争

切
イnWF曽-守じ年十

車内 寺 茶~f 寺 日 予
院来

人 経
百庁 坊

反弊舜寺
{来曽

替!寺日静
夫高

針三 {列 納
茶 茶 主

十袋進
連歌 茶曳 E庁 正

月
袋進十

茶
新御於

回 茶弓l 懸 興

袋進

茶 来

反銭
十

中
之 宇刀 度 t防 目、

袋進 十 之 主
勧進

之 種 律

十袋持参
茶事

七 之
袋持参

進 略
彦十T 送 倉庄

署持賢参
種 参日市 之

卜 之 平棒 之 彼 久 車合

寺 郷lij:: 
種茶在

上 参申

質文内
了 茶 迎 扇

若槻
上 {曽 於 中

ヱミ

リ
袋十 百T jlJi 之

本遺 日苔
-'< 

略中
来 イ去 横

足 」ニ 間 之 庄悶 十旨 自

進次良~ 鹿f去 転 櫨 ムノ、

文茶千百刀

茶 各 月
H良 盛

容1'J] 
荷

之 石T 人 日
j'!It 有 之 円 百

之
家櫨両門

鋭 ノト

5!y( 」ノ、ー 日

梅 方 面 宇土

扉
知下

夏飽頁
総 風 布

fZ業間専HlE | 
11ま 干貯

巻用 現図E 
去

者各進串有

ノヘ 十

"" 見IJ
々 長郎 進 日

j鼠 一 物 ill 
子

彼 主主 之 也 1:1:¥ 寺 屋 〉

衆 之

御南方
上

盆
{曽 カ

告ま共 司ナ
{ 瓦E リ

慶3律信i市E 

茶 ロロロ
而 fイI寸P 

進袋
不

茶
百I 之

十為 之 袋オ豆 大
意 {之義 納

所干
ヰ= 沙汰 1~ 
待E 也
之 也 ¥〆、

活
的

，K
A
斗
A

唱
E
ム

(
 



四 四 四 四 四
}¥ )¥. )¥. )¥. )¥. 

五 四 四 四 四

文 文 文 文 文
明 明 明 明 明

七 ノ←、 六 」ノ、ー ノ一」、

O O O 
}¥ 五

O O O 
四 O 九 四

夢
了

茶宇f物留刀

長

浄土~f-
メ--，入

、夢1、目
屋

{布白日縫が所茶1 坊
夜後主

種 茶 ιょ

進袋 進反抹舜

f麦

人数十
持袋参

之
夢

之 也
}¥ 之
人 号舜車 中

茶 日各

袋進 色

霊+ 袋

λt 
之 茶

子
ヲ
物

目良 弓z
葉

袋 入
己 フー
，心
寺 サ

T 

後目各
完~売ー

子

妙花

寺
殿

蜜

乗I~完
殿

予
是
ヲ
負'
翫
了
ト

文教大学言語と文化第14号

四 四
}¥ )¥. 
四 四

文 文
明 明

ムノ、 -ノL、

O O 
四 四

O 
1L 

親ー
司=

司申旨字 H元タf主
興
ヲム

律自有
合之興寺

宇
問郷 綜f台

?照
塚貝縁堂 盆

之之 進
者茶 -':. 
罷屋 之
出坊
了主 p1言

之 日

;:t子 自

略ニ 己
) 、 ，心

屋茶古市 菊寺干

坊之 茶進
妻小
父坊 之

¥〈 博実 恒

無銭 者也{0J 

越度者 4ヲ瞳

也 f時

(子
後無
日各沙
て汰

之
間

実'1"
父
茶
坊
資
之

子
ノ
イ昔
物

四 四
)¥. )¥. 
四 四

文 文
明 明

ーノム、 ーノ』、

O O 
四 四

O O 
}¥ 五

夏高撃初中之

ニ|ヒ
医l

商下l肯l

人

I倉棚

下
茶 守担子
E頁

仰付予・

之

t官皮
之 人

::z:;; 

連欧
々

雪句量
111各

予
慈
，心

|方涜

畑茶

斤

袋/也¥ 

、J、

-104一

(47) 

四 四 四
)¥. 八 }¥ 

四 四 129 

文 文 文
明 l凋 明

ノ+、 ノー」、 一ノ」、

O O O 

O 
九4 ーじ

明
去耳をF 己

色1'1 IL-、
][1 寺

Jを 之 :1;15 
手 屋膏1I 主

分共 1-¥:; 

事在十 官茶曳治ミ
文
1卦
之 君持茸
了

来
泰

キヲ由ム自虫
見参

了
之

中
闘将

御術N茶I l 

湯

春
F可
、、、

恕次4 

分

仔l

予"'r-

四l
11可
、、、

後
田洛

四 四 四 四 四
)¥. )¥. )¥. )¥. )¥. 
四 129 四 四 四

文 文 文 文 文
明 明 明 明 明

」ノ、ー ーノ」、 ムノ、 ーノ』、 ーノ、
O O O O O 

O O O O 
O J¥. 四 四

儀也 一

斉宅 自 茶 問
在 浄 声合 切 ( 

之 ニヒ 在
経納

中~
東 寺 之 林
門 曳

所↑亘
11先

僧|涜 茶
懸物

伊J ↑亙
工E 種

干重
進 伊j

来 進 物 茶
之 出 吉 寸ー

之 茶 袋
扇

寸袋持ー
被

下h車- 進

本遣 事童日
之

参
之 例 之 珍重也

知l 之

進 由

櫨 官T

{明印
)()( 

日

鋭円
也

面

昆
布

見参

器給之

扇

本給

之

日IJ
段



四 四 四 四 匹l四
}~ A A }~ A A 
ノ4、- ーノ』、 一ノ」、 ーノ」、 ノ占、 ノー、

文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 明 明

A }~ J¥ }~ }~ }~ 

O O O O O O 
;}1. }~ 四

O O O O 
4ノ、- :IL 五 四

前
日洛

時実ー 去
浄j二 法f賢]11 2初在1宅] 

j菊注

霊智
寺

文 s1主 曳 茶H艮 之

中
日 茶

伊如j 
略

」二

治
光院

種 器量
進

本茶初

メ←ミ7 五 之
F-I 袋

鉢進
寸向マ 扇

己 之

後略
了 ，心 本

寺 i屋

間中苔
報

十 Zミ

袋 え2

五 進

条西 之

t町R噌岡Fb E 

丁

余焼

7上k 

薬師之

茶前

屋

品之E 

後日苔

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四
}~ A J¥ 
五 五 五

文 文 文
明 明 明

ー七 七 -1:; 

O 
O A 五

長
浄土

染
屋 田
車内 寺 寺

自茶Ir 坊 坊
主 主
茶

律E市
袋 口

袋持
進 茶
之

杉井
参

原語参
昌

f律師裏1 

之

)煩数

参見

瓜 了
主主

中山寸

参
申

炭

T新禅~J苛iC 

四 四
J¥ }~ 
五 五

文 文
明 明

ーじ ー七

O O 
}~ }~ 

O O 
ー七

茶
子

四 ノj!.Ei

忍来
来忍
子入

寵道
先

堕昨日
進 、日

上
渡唐

唐4残渡目 船
入
目

記持来
日

記持

来

間中科
百

高言 質1:1- ス
五 、、、
間
〆、

木
百
五 油

国 +JE 
、ノ、

フ

後目Il!-
ウ
ソ
ク

茶

色
々
事

、、、

ソ

ユノ
オ

-103一

(48) 

四 凶
J¥ A 
五 五

文 文
明 明

ーじ ーじ

O O 
}~ 戸じ

O 

〉 一

代官喜室 重於社良

参
頭大

申

般若転2ZR ミ!日荏

専実茶

中
iJ 日目幸
袋

茶

高舜臨 湯
ノ、

同
中束|涜本ー1:1ー

袋

沙汰可
中
目白ー 之
己 F-8 
，心
ヰT 2玄

11宅 々

袋 亙

会合人

長教房総t:z:;言

々

iWf 
後回各

盆
/¥ 

11宅
i!.& 
幸世

袋

四 四 四 四 四
}~ J¥ J¥ J¥ }~ 
五 五 主 五 五

文 文 文 文 文
明 明 明 明 明

ーじ ー七 'じ Fじ じ

O O O O O 
五 四

O O 
五 J¥ 四

也ー
ヱ一ミ 、

々来佐 茶 待前11 夜前、話t耳頁
切経納ヱミ 予

語茶揚木 f守茶主E 
{4向寸1 

111 所茶
伏 之
数 之

ま寸ー 卜 11可
人 疋

イ東院門曽
1京 下

イ次魁ヲ子

Bリ
も尺 rr 進

池 色

之 予守
正 λr 

商 参申
干主

ill 之
理

I:l:l ~iiJ 肩司

来
、、、

オ三

方合 系企

ヲ符 之

屋
茶 寺

呑 務御
之 1鼠
至

子

太
進

フコ 之

辛
:z:;; 

ヲ
々

ill 壇
貝リ 華氏
司=

寸4刑J1ふ占-コ見
Zミ

々 之
ヱ三Z

千皮
茶

々

銭
ノ、

木葉

ιL 
者寸マ



文教大学言語と文化第14号

四 四 四 四 四 四 四 四 凹 四 凹 四 四 1m 四 1m 四 四 四
JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. JI.. 
JI.. JI.. JI.. JI.. 七 七 士二 t二 4二 七 4二 ーじ 七 七 七 七 ノ」、ー ーノ、 ムノ、

長亨 長亨 長亨 長亨 長亨 長亨 長亨
文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文
明 明 明 明 明 明 明 明 旬月 明 明 明

O O O O O O O 
九 九 ゴL フL 1L 1L ブL ブL 九 JI.. JI.. 八

O O O O O O O O O O O O O O O O 
JI.. JI.. ^ 五 五 匹l四 ずし

O O O O O O O O O 
JI.. 凶 凶 JI.. O 五 ブL 八 ー七 五 匹l 1L Fじ

院一
相言吾 一

正一
禅定Z一玄 、 意

林院番東

京 々東 t争 茶 建

童話千
夜 同 "1さ 智 己 茶

英市古
戸F 院

上 、~'l

思院慈 切経納
士 十 五 入

連l政
1:1 恵 ，心

在初
切 土 南

庄人倉夫
院イ合

寺
袋

枚 月 宇参土 |当 光 寺
経和司

選胤 寺 之
坊 方 己 E完 坊 之 法栄 坊 畠

匠 正 一所 主

E 語
中

可 ，心 茶 主 用T茶fol1澄- 主
第次

召 j鼠 昨興 茶 日g. 入
行各歩ユ 新3ヨ手1F宅

五 イ4己 P医
律格自市: 

s1さ

f之上 子 日ヲム 分 」ノ、ー 袋
官茶

物 二胤 日

雲庄出
会律 十 茶 方 進 届司

十袋進 弟兄
茶

中
)()( 

百、/"曹?て
袋持 中

方を 一ι色 興 目盛
凹 寸一 聞各

農龍之回
重茶進東門院多

之

袋巡
若4守器 本 ヲム

自太由1日1 布串li 
、寸ー 参 了 袋

参申 之、懐l宮 袋持
次

下向代( 
之

専寅/¥ノ¥ 
正 参 チ 因

大 月 之 之 リ 害指 参 rt醤

庄悶 盆
、袋 五 取 司ヨ 師 了 官頁

芸高 自) 日 又 /¥ 

村湯田 持 州江進上
1:1ー 」二 ーじ 良

111各
面

茶
J 11 来 袋 品 小 通 献 薗

:z:;; 庄バtコ，.. 云之 上/¥ 
御茶

日 之 房 守企長嶋字日「
権

々 ，日，~ 
々、

座 ~ 7鼠 法

参
、f亘

〉 十 ヨ戸、晶i3E戸-百 JI.. 伊j
進

目艮
lli: 

薬師寺
荏例 袋 小 1¥島 領

成就l 涜日

イー F可

z 篭

悶
円 之

献在

略均
袋ノ、 毎 司附王] 

鏡 、J、

後日g.郷1 、権 月 」ノ、ー 実
己a

御f共 料f 答間l
函

英炭
水山

入、
之

E疋
，心

m共r 持
寺 参

各 〉 ヲ高 之

亭之玉:'-

ーじ
イ司 円 用

所役
後111評

}3IJ 柑進f 
郷

衣 鏡 f愛 途
進

T可 之

之直
人

略
口 書官

也

メ夜茶宇-刀7 〉、 果 且Z
イ中問様目

茶 泰13を了

略

子 *主;~コ〉
袋

盆 ιL :z:;; 
進五 干市

茶事霊
冒I 日IJ 方下

々
之

ヰ公

イ宇戻氏E 

進
也

後111各
"，4句 力日

:z:;; 
百

砂T 賀

ぇr 見 宛
千金 公

殿|淀
参 也

宣ì~f 今
扇日 主愛

被参 本 111各
延春大中古

衆
之

。

ゐ

山
H
リ

川

似
:

(

 



『大乗腕寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. 
九 九 力， 九4 丸4 九 丸a 九a 丸， 九 九 J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. J¥.. 

延徳O 延徳O 長享O 長享O 長享O 長享O 長享O 長享O 長O 亨 長O 芋 長O 亨 長O 亨 長亨O 長O 亨 長O 亨 長亨O 長O 亨

O O O O O O O O O O O O O 
J¥.. 七 ノ占、 四 四 四 O J¥.. J¥.. 七

O O O O O O O O O 
O 九 五 ノー、 J¥.. O 四 四 占ノ、 五

行也 一 「耶之ロ 一 進一 五一 百一
之 袋 五

纏上
長

布白 橘寺

zj 
己 同 所 茶初

、盆 茶 今

十三月、 専寅寺主

日宇
屋

新，寺茶心

Z華如例年K 

k 
一切経納

茶屋条揚 会養、J 護司日ラ"
日

座弊茶舜 剰所手島句. 

伶 茶進

書

己
反

物章懸氏 茶r自j、

~i:.， 

数十也
上

廿五弁才 新茶寺

z 草

事 以

基語岡、、松輩分枚持十袋参 袋進十
沙汰同 召

袋進十 側地下 塔院給
回天、〆、

束

進必主云 イ鱗米用普
太

御童 仕事 袋進ート之 之 今 扇 方夕 弘 院 之 ス

胃茶千寸
本 轡上:z;;茶十袋、 姓方百

、、、

子ノ十、 会111ι E 
先

茶等在
御座京衆

々之 之
茶 日

重懐方昌

、 、

十

田中寄

先
五 之

分在人之 年既以当 f伊也亘j 
之

{催イ堤印JE 
瓶

袋 之 11寺 子
無 後略 扇 分 茶

茶宣舜
務事長 了 3C，X 公

、及
B進犠IJ 

雑本紙給之

之 段 事銭
f常壬 四

五 a悦
赤粥

よ
廿 茶

在Eノ聖ト 袋例進
入 ノ、 り

袋
仰旨

毎 五

十袋進
双 費量 年 袋進

専寅 惣 至来H 了
之而

鏡円
菓

質文
之

茶
之

指型車船ノ、 恩学
子

十袋 相

i; 
呆

若キ艮
近

語 子 瓶 来

己

石イ弥勅象

ヰ=
御 知，心

盆 珂等= ft 寺
持参 」ノ、ー

筆官十
ノ、

也出
田中苔

違方
武多峯 見参

見参
舌L

管 西
持方骨 了

茶袋十
故也

口 入 盃 自

在
目 給

浄土
〆、 サノ、

之
己 =コ

之
御童 寺蜜

，心
ノ

篇 寺、ノ 公

後略 子 相ナ 事
共 本 同 ノ、

所 同 盆 十 四

(50) 



四 四 四 四 四 四
ブL :tL 九 九 九 丸4

五徳O 重 延徳O 
五徳重 五徳O 重 議延徳

O O O 
四

O O O O 
}¥. 四

O O O 
O O 五 JI. 七

進盆一

茶 長
浄土

、昌 茶 メ~

公 屋
茶十懐律自市

頭 日
事 納

巻寺
予 山

銭ノ、 所茶 {イ印寸
茶

雲敷リ
袋遺瓶 屋

状至方書U 

之子 之 柱

十袋進
来 立

双 Zミ

坊又主
k 

来 之

盆

後略
i屋 茶 進
事 之

持十袋 扇

参 本
之 手会

之

慶律英自市

瓶
子

盆
進
之

茶

十遺袋

之

言JlI

擬英

講+宣i 

双

文教大学言語と文化第14号

四 四
九 丸d

延徳O 延徳O 

O O 

茶山
己
，心

屋 寺
日乍

伶曳日
茶

メ→ミ7、
持来

臼
土也

也号| 

自
明
日

番匠

:z;;; 
k 

四 四 四
九 11. 九

延徳O 延徳O 延徳

O 

O O O 

O O O 
九 四 四

IlIJ一ー

より 経切納自 茶

t土争 在宇万
{也義、所興

寺 之
坊

都号倫参ム主 章氏

茶方曳 束

申
扇

種* 茶

本之出 袋十
手之合

↑亘
伊j

扇

東院候門
也

オ遺Z jjJj 

進
之 櫨

E疋

盆

面

見
参

扇

本
jjJj 

而
給
之、

非

f伊亘l 

納
所
I:./. 

-100-

(51) 

四 四
ブL :tL 
O O 

延徳O 議
O 

O O 

基舜宇 出方言言

観
f去 房
橋

律師
茶

袋十
面

以興

舜寺
瓶
進

主 之
進
之

書房霊炭

進
之

長屋納

所
茶

十袋進

之

之

四 四 四 四 四 四
九 丸， 丸a 九4 :tL 九
O O O O O O 

延徳 延徳 徳延 延徳 Ef恵豆 延徳O 
O O O O O 

O O O 
}¥. 

O 
七 七 五

りー
+氏

浄 己 長 メ~ イ民染 己
土 JL' 谷 日 、回 ，心

寺 寺 寺 進 先天 寺
茶 炭 奥 物 日神 イ4と

院 茶坊 官
十

進荷
坊

賂中
十主 良

袋 主 袋招 通
持 之 陽 持 題 房
来

締房
茶 参(茶
十 了堤

法 来 袋
、) 

器量
花 イ曾 持
寺 茶

己
也 参

'L.、
長老 寺

十袋 、J、 メ度寸』
見

入 参
f卸 持 十

依多
了

参 五
袋 回

見 宣ノヘ
舌無L 参

舜
了 、J、 {主

新
所

御所

十袋専賀八v 進同

之

住
了

弟
子
ノ、
寛
円
之
a包、
也

廿

日
よ



四 四 四 四 四 四
九」 九 71. 九 1L 九

明
E明芯

明 明 明 明
応 応 応 L芯 応
O O O O O O 

O O O O O O 
1L )¥ 

O O O O 
}¥ flY :JL 四

りー
茶

今

進毒自巴

~lJ 

新神院坊

己 茶
日 茶 'L'、初

屋 寺 主日

乗院 之茶 ♀L 官イ七 {91J 
東 主

殿 イー 之 井 {来曽 懸
茶 袋 土百 1也 物
事 力日

蔵院来婿参t 専実
M!; 曳 種
理 茶 出

ヱミ 者也 進 之
々 茶 参見

之

袋 ;蜜

宇11
宣 ヂiニ
済 曳

茶

中
進
之

略

家修訪寺11 北京

伊可
手重 百申T 

香 ヱミ

舜f師1主

々

貝リ
斉宅
十
袋
迷
之

司τ
|焔

己
，心
:;.If= 
よ

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四
九 九 1L 

明 明 明
応 応 E芯
O O O 

O 
九

O O 七

彼一

興 茶 跡門 慈

舜 茶恩
茶 十

頭i参云前 f院都来曽袋十
袋
長

持 屋
参 納 々、

申
所進

f"'J 
之 f使wll 

也

慈、
}iljl 

主持

来

月
百I
被
生台
千']-
イ皮

1111， 

選中者日

可
lel 
i上i
:z;;; 

々

得iH: 
;蛍
-EI 

申
了

〆う7、

1'1 

四
九

明
応
O 

O 
}¥ 

寺ー

イ用昔 西

申大
、寺

今長
日老
用所
鰍労

之
昨 11司
遊lヨ先

之日
百字
i忌
之

隠居

菅

原寺

畢

l姐
T而
昨
|ヨ

北
議

之

人
;.、
15;屯

茶
在
二と

絵
1且l
冷
ιL 
ド
自

tf' 
ニヒ

-99一

(52) 

四 四 四
九 1L 1L 

明
延徳O 

五正
応、 徳
O O 

四 四

O O O 
}¥ 四

O O 
四

心一 伊ニ方就如不一
寺 予月集dコ広h三Z茶元可
茶松 古 寺十 公 有可然当
ト林 茶 主四評定事 旨跡門

袋進院鑓 f卸日 {義 4知卸 F勺
岩茸 房候 御 方 座

之、 枚十 披行及茶

が茶「 恐露之評定 売

中
々之由公
謹 趣 i豆、事

略 言 、 事 定 銭
袋観戸3宅 、意、到J使 事
己 六 得申 来正

律師
，心 妻 、側先

進寺 等 候、珍重之年工正

主日 々 イ屋ギ 使j餌 之

二干 、々 全逼t 正控師5t; 
盆 日 先発
進 内 )了

之

霊智院析

規、之

為 其型豊t司
茶 御以

奉行ニ 後止ヒ田
遺袋 可事中

之 茶 被無悶
五ー

成沙於

教長
袋

f卸 f太寺長リ
下也 1*

擬
来 士官

機

了 之為中
旨門 I~完

跡詰
iHf 千其尋 使司て八a 

意旨与

主主 之、彼

進 由此岱I=> 

洩 関商
茶 可六戸

有方一

御披 ニ令函問』

袋
選 露披答:

之 旨縫う-f 
|世j

一L一=.
ノ4、4 、之

四 四
71. 九

延徳 E徳正1 

O O 
匹l四

O O 

O O 
4ノ、- 四

自

茶初安日浄
j二

寺 伊l
茶号| 

紙

種進送
扇

本
之 出

之
扇

本遺

之



l泊 四 四 四 四 四 四 四
::I"L ブL 九 ブLゴLJ1. ブL 1L 
四 四 四 四 四 四 四 四

j明芯 応O 明 日明O 芯 FO 月tFzJ 1O 明7ぷ
明 明 明
r，t. j芯 1芯

O O O O 

O O O 
O 四 四 四

O O 
O O 五 O O }¥. 七

興舜
浄土寺

宇多
f新l坊i完t再

{ 仁品|コ 茶 イ曽
五 f?IJ 

茶袋進 君普賢寺日
寺 袋内

F可
坊

殿御使
ij!J' 

定基富豪

蜜主 智恵111 
茶

持十袋之

袋進

官民 中甘 茶
石

勧~進光4dFE ? 回 盆 折 来
之 庄

之 茶持
〆E台ヨ、

立申方

相名事内
送ポ合

進
茶 来 之 之

之 京日
伊j

袋進
中

之 IU各

在茶薗

之

茶

J在早子

之

文教大学言語と文化第14号

四 匹|
ブし 1L 
四 四

明
EO ゆ53 j芯

O 

O O 

4二

E 在
々家
、之

Il略甘j
Z目田Efs 也南

|主
、自

兼
弼方選日

火
屋 理ιL 
下
用 物

意
之 段

弓乙

己 五
.i:;、 反

寺
殿 盆

以
+文後

ノ、

此 d香Eh 1 
在

mメ-主7f 、

境茶度
又
F目

1官
之 1鼠

勾三
久

太
之 子

止問七
|片j刀

ノ、

茶薗 t也辰

等島
|後略

ノ沙~ 

むk

凶
オし
四

F明c.， 

O 

O 

O 
ーノ』、

也也地ー
、子

此故 也 2ー呂す立

地之南 i図法階 此自 胤仙

議不辻 H隆良 春百 神州穿
舜申 姑ー

ヲ ー

子宮成古改寄
高之主

: 茶蘭、 此て 荒地畠

書鹿畠子
蕗ハー

代ニ自民文' 

私々 室示zユ 托ま乞 之内

官向民 跡l'号 、

4近戸 之先日不
|世HI"忠議、
返也

ハ昔、之

謀、管辻
一一子
一其不分
先日 後 思 近
そT下議

ま北之品
、面辻元

信舜 子 関
ア之

預ニ之 リ間

、ZハI:t道ラケ

去 川 ェ
生I王、 "@:i
入ニ|ヒ文
減モ引
之川之

召1'f.[J 

上ハ西イ九乃

J直~ 類百
地文

-98-

(53) 

四
九
四

明
F芯
O 

O 

O 

花法寺

殿
よ
り
茶
子

盆

i給差

之

'返喜|匡免ヨ

事申

四 四 四 四 四 四 四
ブL 1L ブLゴL jL ブL jL 
四 四

明
応明 F明芯

明 F月芯f'J jO 明芯 F明c.， j芯 j芯
O O O O O O 

O O 

O 
ー七 O O 五 4ノ、-

本畢高申L一春比
茶ヨ| j土争 水 zck コ

浄土 己
自主 悶 ，心

寺
船

会主
坊寺 9i!主 寺

器 弓| 子

審問と会ζL査すl上lすl 

茶
己 茶 各 主
，心 茶 木 茶 五
寺 種進

屋 近 袋進

イ持官t 荷進
袋

III 
之 間 所 之

山
之 々

参 扇
放火了 キt

林光¥ノ、

本遺
件在事椿 茶|涜

之 尾 之

宮下 tr 之

袋進

E拝投 村持|上l 之

y分1< 
南伶

* 屋

間

椿

尾
持
分

宮下

芋b焼之EF 生

イ為乃

同
人

沙汰

立



『大乗院寺干上~~li司F記』にみえる茶史料

四 四 四 四 四 四 四 四 凶 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四
:11.. 九 九 71. 71. 丸』 九 71. 71. 71. ゴL ゴL 九 丸4 1L 九 ブL 1L ゴL
-t; ーじ 戸じ ーじ ー七 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 四

明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明
5明L' 

明
F明O 芯 E明O 芯 E明芯日芯 F芯 F芯 F芯 応 r.t-. E芯 r.i5 応 J;芯 E芯 応 E芯 応 E芯

O O O O O O O O O O O O O O O O O 
4ノ、- 十ノ、 ーノ』、 ノ{、 + ノ、 四 四 四 匹l凶 陛| 四 四 lZ9 四 四 四

O O O O O O O O O O O O O O O 
五 五 匹l四

O O O O O O 
一 O j， O 71. 八 J¥ 'じ 3i 五 四 四 O O 

成奉旨汰衆 一 前略オz
1育 ーc.

中
太 智 長 弁長 内

良尭 橘寺

新禅~坊r7t 
己 自 自 曳 茶 給興 座

宣 ，心
郎さ

窓、 屋 書方谷 山 ，心 浄 己 茶
在初 之、 弘法 道敷 茶IlJ 

f辱 寺
略

光 納 了 奉 寺 智
房昨

イ節イ芸吏曽高

寺 土 ，心
業 車rr日乍 f街

茶院新
m 、書、 事進事J 坊 寺 寺 若呈 之

。印憶
具 屋

茶 茶 日 ~"1 茶 日 主 主 曳 イ"C

進 自 進 又聖 折 子
茶曳

茶
官曳

懸 {櫨列 中
字

之 卜 長 上 五 十 一五 茶井
十袋持 弟参 鉢I青 物雑 田15-袋 谷 年 袋進

袋 乗人 岩進茸 茶
日乍 寺 々 i隼 院 五 送 岩号

4円守
是正t ~ 茶

日 召 火 之 之 殿奥 袋
給z 来 3曳~ 之

器進
臼

進
之寄 年f立ri-立日 へ坊 至リ 百 参 扇

鋭円之 伊j 令健 来
参見

耳Z 扇 之 申 ノ、

文 申」二
蜜中H 持参P 本 フZ

ヨ
入 勧進

了
本遺

J 日w 果
在日

E条投 白有
之寺 参 ー七 子

clコ 送 進主主
今度礼

之
勝負所

之
f茶在11 ノ、

禅・ 状干笠 ~宅 、ノ、
棚 識寺 之

袋袋卜 之 房外 之 ;z;; 
人衆

国中晦内 )所 々 持
進

主醐主相k 
参

之 予
茶棚湯

前若
東

条
茶勤

材ミ 節労ニ
一 之

々
綱君背町l 率先

院
分礼{月1

槻問/¥ 
子納l r:1 

日後各
扇

j~11 布li衆
木

松桝院物也V ミ
iz申g jz: 

両官 進中

茶府l
之I ー一

杉
学侶、 {事在rn j京

了 所-

rlrr!; 同之
披

水
露之 {勧乃

f旨
、進

先自 進
日今 之
f皮日

，館-b7、其
日沙汰

参見

各旨
'告|宣11J 百世

上沙 扇

(54) 



四 四 四 1m 匹l
11. 11. フL :!1.， 11. 
)¥ J¥ J¥ J¥ )¥ 

応明 応明
応O 明 FO fM tF 

明
応

O O O 
七 ー七 七 4二 ー七

O O o O O 
ノ、 五 五 五 五

O 
ノ」、ー 五 五 四

間一

己 進不伝開
車畑禅院Ji 

主 於
，心 ーじ 大
寺

発而去
イ事於日ム

安寺
古茶

西十 手察
街葬ネL l 

進寸袋ー
塁九
ニ日

進袋

己

襲下施下
，心

之 寺 火

壁λ所2ト 之 行 屋
之

今 経輿11 
之竺 日 悉
、々

{言飽古 皆ーじ
ιL 

如ニ 下z不
:z:;: 文民ー 色
々 々

所夜佼事ロl 用
行 意

ニ共 己

会存 中
，心

発之三日
111各 寺

了々 、
高宅

イイ印サ

之

希有事略) 中
袋

十

~ff百
後111骨

五

守'、番豊条
質文

行下ニ

回

以 杉
下

原
手

ITI5 者
飽
之

坊茶

{者学'~ 
:lE 
Jt瓦:p 

k 

首E
入

文教大学言語と文化第14号

四 1m 四
11. 力， 九」
)¥ J¥ J¥ 

j日O芯~J 明 明
応 E芯
O O 

イニ 寸二 七

O O O 
四 1m 四

五 四 O 
御一
問

之童柿書官~
己

恵智，心
寺 光

新茶 i茶涜

2!日替言 明イJ

五
袋

う 袋 至リ
~ 進 来
~ 之

又自
文 又

栄参申
3曳~ ?育

円
方

暑呈 茶

綱被巡! 

進 」ち
;z 少

々

之 本 進
ノ、 」二

今 茶茶
之

日
ノ、

有7日

日中寺
カ

分
卜

iilllJ 進袋
問
短! 之

之
要止

殿

よE

中111
々
Jl~ 
な
λノ
と
iIJl11 
ら
/v 
分

一

四 1m 
11. 11. 
J¥ )¥ 

!明芯
明
応

O O 
ーじ 七

O O 
匹l 四

O O 
占ノ、 四

一eー」

宮寺
，心
寺

践街弟師しl 
坊
主
キ~

原111占綱入l 

扇
総

本持

f2被持S1害11 参

f徳皮朗l之

止じ 也キL

両

法:1日t6 F 
見参

古
茶

綱j笠l 卜
袋
進ー
之

-96一

(55) 

四 四 四
ゴL 11. 11. 
J¥ J¥ J¥ 

応明 応l明 明
応

O O O 
七 七 4二

O O O 

O 
丸， 五

染 B 茶曳
寺悶

，心

僧賓持寺曳歩客

坊 君告
主 井

弁才

鉢?青天
円

福
参見 進

上
111高 了

茶井

以

進下

之

f度尋

キ也L 

四 四 四 四 四 四
九 九 九 九s ゴL 丸，
J¥ J¥ 七 七 七 七

応明 応明: 
明

応明 jO 明芯
明

応 E芯
O O O O O 
4ニ 戸じ ムノ、 ノム、 ーノ、 一ノ」、

O O O 
O J¥ 

O O O 
五 四 O ーノ、

寺ー
茶

茶初在之
興舜

十房来長吾

ノ」、ー
十袋朔八

切
方蜂起

経治句
茶 各方

袋十
進 長

所舜 之谷

人数
進

見参 京修
、寺

干T 之 イ祐壬 i物主主
房

終擬 瓶 麺
言辞

人鰍 盆井 子ー
ヲ二 茶 一積
日寺

茶持参号| 

屋 -之
日IJ 進 盆筒
dコCzhzc 

数春矢
発

五
、 、

匝也市 宣昌
辰 去

空舜領律長L 月

↑例茶亘
潅 一師

イ頂方昔
卜)1，瓦

孫連帯 特子

十袋進 用 後双

術革丸手

キL 略
之 :z:;: 、て盆

k 

若 蓮
君

キ艮
進

袋
之i盤

之
茶

袋
遺
之
了

己
，心
寺
手突

袋寸ー

務主
問



四 四 四 四 凶
オL 九 1L 九 ブL
11. 11. オL 力4 九

明
E明O t; 

明
F明芯 E明芯

LO 芯 応
O O O 

J¥. J¥. J¥. )¥. }¥. 

O O O 
ブL }¥. J¥. 

O 
O O ーノ、 O 

五一

袋T実S、L部共l頭j 茶民舜l 
聞各

自 f内f 
己
，心 殿

進袋
春尭

寺 f上'iJ:1l 同来
曳

十五分大茶 務
之 金 井

警 妻E宅Z 綱R止日ヒ岡大夫リ 中
盆

田a
進 riJJ 
之 中

後間各
学革茶手

f門'，1;jl 
il& 、四中百ト
事 殿
了 :k. 斉宅

袋持参十

箸
十袋

献円lJ ー」ーー~

'L'、
之 寺

後回吾
指I直涜

遺
長

教方殿
へ 了
儲

干苛
同

袋染茶
十

区f
袋事 寺

イ進云

葉観律師
之

後略

了

IlIa 
11宅
ー1:1-

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

四 四 四
JL JL 1L 
1L 九 ゴL

明 明
E明芯応 F芯

O O O 
J¥. J¥. J¥. 

O O O 
五 四

O 
O 一

泊代百 一萱
己 茶111 

j毛 ，心
四寺

新寺茶
屋今燐暁

百ョ
五リ
卜成

竹代就院 卜 之
袋 了

へ

車茶lfJ'物」二 又 浮/¥ 
古

脱
ー此 茶

院方衆沙汰. 

j千問 五
瓜未 袋進
ー到

富来
之

、之
間

J蜜殺

間
答 Z又

Zミ 々
々 、〆、

止ヒ
和|
i'Ji' 
を
登
尾
押
領
:z:;; 

々

市

族
也

E当

四 匹| 四
JL 九 九
11. 11. 11. 

明
E明O S 

明

EO tF 五芯
O 

J¥. J¥. J¥. 

O O O 

O O 
士二 五

略r.t 茶曳

Sf切E41E 1 井
今 昆
日 布
湯
ノ、 鉢
尾 同
伏 進
111 之
之

巡検f也lt 書参申

B進機又IJ 
員ー
五
百
文
911北 )(J( 

中
折

日a〆;%-

己
j布詰1-

，心
寺 〆進;%-

進代官 之

之 ヨ正

手f曳欲席

給之

扇

者也之
本給

之

」

-95一

(56) 

四 四 |羽
1L 11. 11. 
九 }¥. J¥. 

明
F明O 芯 応明O 応

O 
J¥. ーじ ーじ

O 

O 
四 O O 

茶宇女刀日
2進1宅 茶

ブ之y 
袋長

伊j

言氏
屋和句

袋也卜束 所

扇 十袋

木
野列寺並2 出

之
主
進
之

四 四 凶 四
丸4 1L 1L 1L 
}¥. }¥. }¥. )¥. 

時月
F明O 芯 E明芯応

O 
O -じ

O 
ー七 ーじ ー七

O 九 O O 
O J¥. J¥. 

O O 
O O 

境見ー 了一
也之

岩様、 今度て 夜前号ヂ 弁上
機

又此切一

j各 耳足
進関経新ナ渡ニミ

ノレ之/1展 自 上納
物茶長 盆 瓶 所

也 境 律自市
子昌

之 i塵
一双懐律 l

寝目苔 色茶 -自i!il
、て均共金士字半 一白

盆布

又茶
一場 連長進
τt.:: 茶

言十テ
荷弁償

寸ー 蓮上
袋

) 、
ナ造

己 f正R岳 薙ノレタ
i盆ノレ ，心

上軍物物 ヲI宅 ~j: 、

ヲ，U三
以 間近

ーヲ 部1上て

袋染
茶 日

進入

κー'っ一r 摂遺土子ま
11医持

之 悶

之細
長看

期波長申』 ー袋等実| 十 ーヘ， 在之

造是
テハ 重
可春 谷寺 而
進 行 十 可

之由申 律遺自市i
観i音主

五 進
袋宣 上

f民
間物

延
凋:

念
li!量i隼

{義同」J名二
間中各

上l二l

之上
之主日

」ニ
申

由意宝 茶

街a喜f見I ヰて珠 之

見也
寸袋f舟ー

之二 之
ー-"三三 同日

i長々; 円
イ印



文教大学言語と文化第14号

五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 四
O O O O O O O O O O O O O O O O O O 力4

O O O O O O O 丸，

文亀O 文亀O 文亀O 亀文O 亀文 亀文 亀文 亀文
文亀O 亀文O 亀文O 応O 明

応明 応明 E明t;; E明O 芯 応明O 応明O E明芯
O O O O O O O O 

力， 九 九a 九 九 九 九 J¥. 

O O O O O O O O O O O O O O O O O 
1L )¥. )¥. J¥. 4コ 」ノ、ー 四 四 四 四 四

O O O O O O O O 
ー O O 四 )¥. ノ4、- )¥. O -ノL、- ムノ、 四 五 O 

一一、献如例一一一一一一一一一

ピ 22官i主iE皇室i要iigzri状 f昔話
屋 皇 室i聖 草治茶持参 案 華 日歪呂殿
松 所百今茶松
一護物 一二 茶 子昌小到智後 日風谷

本之出申 茶十袋・ 筒大・ 反ニ進 進之、 御茶、 袋進十之 殿御影怒 袋進二十 五袋 一給盆之 懐律恒師 在仏事日 堺来よ、 恵院御光十ノ日ト、 初之呂、 辺有ニ可

額7 之 、 之到来、茶程客 例華袋 之t)房明 容
殖語条 迷根 、 、茶古盗) 、 昨 、也七日 宿

又瓶 八 高 日雑、廻水云
植之 . 月五人取野 云 返報持物・十=也、 風 々

之喜哩毒 事罰之 i々 云参吉 百i星 桶て別進 、進 、 、 身 、 文 、 杓
云又云 、櫨井カ也

長富瓶 也 々 曹膨 々 4 、 ス
官問官 、 、 、 一 則遺 ミ

虚入十主 手会、 曾芋五袋遺企 2境土穫 で布一w白?茶望Z一史 盟書用意 零皆具出 荷ニ士巳五

之 、J、 合 、 4ズa児之 、〆、

茶宣舜十 巴取弐 果子・恒掌~I'<、哩ニ 虫ーd 

領需事 要 君 主書聖合2 器

己 主 宍ご両手茶書
革 、 参見進筒茶〆、 百 〈

事 之 文ン

輩R 扇本堂 e語売一E三文九 忌4量日ム 、く

院杉 、 費突 郎

原 一左
、く術

~ 之渡 1門ぞ
、

-94ー

(57) 



『大乗院寺干上雑事記』にみえる茶史料

四 四 四 四 1m 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五
ノ占、 五 五 五 五 O O O O O O O O O O O O O O 
)¥. 丸， 九 九 :tL 七 七 七 Fじ 」ノ、ー 六 五 五 五 四 四

F芯
長荷量 長禄O 字長O 表

長 永 永 永 永 永 永 ラk 永 永 永 永 文 文 文
字表 正 正 正 E 正 正 正 正 正 正 正 亀 亀 亀

O O O O O O O O O O O O O O O O O 
四 四 四 四 凶 凶 四

O O O O O O O O O O O O O O 
)¥. 四 一 )¥. 12];1 )¥. ー七

O O O O O O O O 
凹 O O ブし ブL 五 匹| O 四 四 O O 主

倒沙汰l俄興一
路

者也 一

寺

梅林庵茶
屋長 フE 入戊

中
己 )¥. 若宮 干前支

国中各
茶 纏 染 瓶 己 f泉青

{主
者迷惑御下

，心 己 初 楽 回 子 ，心

之 庄

新宮替物

云刻
日ti-

寺
日 ，心

跡門
H見 干生 坊 坊 寺 得z

街閑油I 
納所産光

々安 四 口
大宮

寺 茶
カ

之 尭 主 茶 坊 業
昌

五 也 、位寺 貫 茶弓| 
懐j鼠 茶ー袋卜

之 袋十
切経

光 茶 主 曳

袋進 十 神 茶 来 十
切経

来 茶

重E 
及藷草極茶殿俄

百 主 所 己 袋

f茶却 之 上 岩持茸
子

等長k 
進 之 ，心 語内

進 料t見 器
ヨ 御l入 番

~ 
之

飯豊粉司
王寺 所↑亘 主主 之 i進~T 参

持参
湯

来同
リ

興fTLf在H 参

御茶
了 P舟

伊j
ヲ| 遺 之

井曳年、j熊 百 盾布2 々 五 茶 茶 O FIて

献 %j ー|卜 之
現物代千

茶 参 おt袋 十 持 観 扇 :jl(!j-

面 袋進
タ 資 公 袋

イ都首 参
茶 進入 了 三殿 フー 失 文寺 之 良尭

本

オ力等て日
之 見参

;z:;; 遺
日l苔 色〈 家出 袋

身 主 房 之

十袋臨舜進

フE 花 事 了 昔 去
用 j鼠

番興
ヨ 月

人夫寺家沙汰

日 卓 予
盆

学等来同

リ 高

ヲ十宇 杉 此
進 河: 事 里子
主日 也 IlJ 

之 原 令間 伊l

党也専
よ

ff茶日朗共l 
蜜E霊

又 り
扇 J.lIJ 上

也
茶壷 進 治

春、 イ無乃 本給之

先立 之
条 四 子 由
々 首

中丸公篠存P 
在等 申

Z玄 )¥. 
報も

文
2在1宅 之

行
安日

;z:;; 慶有今 之 眉吉

メ』、
1進泡52 

{坊イ向寸1 

-日
経被

件京日 胤令召開 m 
之 カ

了 拝領 言
本

了 '道罷
遣

、臨庁 之
一次

、

献第 手i三
以也 f亘

済下 為
{?~ 
月IJ

々 一一 {義

(58) 



五 四

O O 
ーノ』、

九

F明芯 • • 文• • 明

O 1L 
O O O 
O O 

O O O O 
)¥.. O O :h. 

ーノ、 四 ノ4、-

fj目s各z咋回H 

茶ー 如此 -

、於南戒 屋納長
十袋進左堤 成敗 五

壇 所茶
之、 京参申 茶了、 坊智光院

院喧

以輔参塑薗1'"主来御本地、嘩来出 袋進十 見参

法師被重中間量

之 扇

本
て需施

給之

畏 壷米庄十
了 入

就 石

煮方沙汰
中 事
己
'L' 自
寺 当

南鵠松
坊主

年務畏直
耳事磁

木茶 入

屡 此 A 

之
取間申

々

自次日 止じ

子 ス.
也 之

年緒両取方
ヨ玄

略中
必宏、

員茶日
貝坊H 発，心

屋

京法令日
主 院無
参申

沙汰
検断

見参 故也
了

第14号

註
・
本
年
表
は
『
続
史
料
大
成
』
本
の
編
年
順
に
従
っ
た
。

×
は
関
月
を
意
味
す
る
。

A'a'は
和
暦
不
明
を
意
味
す
る
。

O
Oは
年
あ
る
い
は
月
・
日
の
不
明
を
意
味
す
る
。

言語と文化

-92一

(59) 

文教大学



『大東院寺社雑~J~記』にみえる茶史料

『大乗院寺社雑事記』の進上茶表

西暦 茶 数 量

1457 150袋、茶5、古茶10袋

1458 308袋、新茶25袋、宇治茶lO袋、茶3、30斤、曳茶 l

1459 150袋、新茶45袋、茶2

1460 230袋、新茶25袋、茶l、新茶l、引茶 l、茶l種

1461 340袋、窓際45袋、茶l、2盆、 2穂、 l筒

1462 120袋、新茶20袋

1463 75袋

1464 130袋、茶 l、

1465 230袋、新茶15袋、曳茶3種、

1466 215袋、新茶50袋、古茶10袋、茶l、16斤、 3種、引茶 l

1467 35袋、新茶20袋、曳茶3種

1468 10 

1469 

1470 

1471 

1472 

1473 

1474 

1475 

1476 

1477 

1478 

1479 

1480 

1481 

1482 

120袋、

182袋、新茶50袋、茶l、ヲ!茶l器、 9斤

145袋、茶3、l装、 10斤

145袋、新茶15袋、古茶5袋、茶l

125袋、古茶10袋、茶2、l器

125袋、茶l、

130袋、新茶40袋、引茶2、3種、 l器、lO斤、百疋茶、

新茶20袋、

115袋、新茶20袋、古茶5袋、

150袋、新茶30袋、 1器、 l種、曳茶3器、

160袋、新茶40袋、吉茶lO袋、 2種、 l器、曳茶 l器、

lO5袋、曳茶3種、

llO袋、 l器、引茶l、曳茶2、曳茶5器、

90袋、新茶20袋、曳茶4器、
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220袋

673袋、曳茶 l

215袋

275袋、引茶2

395袋、引茶5

140袋

75袋

140袋

2115袋、引茶3

445袋、引茶4

55袋、号|茶3

。
120袋

332袋、引茶 l

275袋、 l嚢

175袋

155袋、引茶l

1.35袋

280袋、引茶6

20袋l

140袋|

180袋、引茶51

210袋、引茶4

105袋、与|茶3

110袋、引茶9

110袋、ヲ|茶41
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1483 100袋、引茶l器、曳茶3種、 100袋、引茶4

1484 90袋、古茶10袋、畑茶10袋、新茶 l、曳茶l器、曳茶3種、 120袋、引茶4

1485 100袋、茶 l、 110袋

1486 40袋、新茶 15袋、 l器、曳茶3種、 55袋、引茶4

1487 85袋、新茶20袋、上品茶10袋、茶l、l器、 125袋、引茶l

1488 55袋、新茶15袋、 70袋

1489 115袋、新茶 15袋、茶l、 140袋

1490 125袋、 l器、 125袋、引茶l

1491 50袋、曳茶l、曳茶3種、 50袋、引茶4

1492 40袋、新茶25袋、引茶3穂、 65袋、引茶3

1493 105袋、曳茶2、 105袋、引茶2

1494 65袋、茶2、号|茶3種、引茶 l器、 85袋、引茶4

1495 60袋、新茶5袋、曳茶l、曳茶6器、 65袋、引茶7

1496 記事無

1497 60袋、新茶25袋、茶 l、引茶l、 95袋、引茶 11

1498 203袋、古茶20袋、上茶20袋、茶5、曳茶l、曳茶2器、 298袋、引茶3

1499 100袋、新茶2斤、新茶20袋、古茶5袋、曳茶l、曳茶 i器、 145袋、引茶2

1500 10袋、宇治茶l、 20袋

1501 20袋、新茶25袋、古茶5袋、 50袋

1502 45袋、 45袋

1503 茶l、曳茶l、曳茶l器、 10袋、引茶2

1504 10袋、引茶l器、 10袋、引茶l

1505 35袋、 35袋

1506 10袋、 10袋

1507 10袋、引茶l器 10袋、引茶 l

茶1=10袋、茶 l斤=10袋、引~=曳茶として、新茶・古茶・宇治~等の
区別はせず、すべて茶として換算した。
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